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世界の観光の動向1

	 第1節　世界のマクロ経済の概況
内閣府の「世界経済の潮流」によると、2016年（平成28年）後半の世界経済は、中国経済に

持ち直しの動きが現れたことや、先進国を中心に生産と輸出が増加したこと等により、緩やかな回
復基調にあった。2017年（平成29年）の世界経済は、こうした貿易拡大の流れを受けて、一部
に改善の遅れもみられたユーロ圏経済が年央頃より回復の勢いが増すことなどにより、緩やかな回
復が続いた。各地域の経済情勢は、以下のとおり。

IMF1 （国際通貨基金）によると、米国では、2010年（平成22年）以降、実質経済成長率が1.5
～2.9%の間で推移しており、景気回復が続いている。2014年（平成26年）後半以降に進んだド
ル高や原油安等の影響により、2016年（平成28年）に入り、企業部門の一部に弱めの動きが見
られていたが、2016年（平成28年）末にかけてこれらの影響はほぼ解消した。2017年（平成29
年）はハリケーンの影響を受けつつも、堅調な個人消費と民間設備投資に支えられ、実質経済成長
率は2.3％となり、順調に推移した。

EU2 （欧州連合）では、2013年（平成25年）以降、実質経済成長率が0.3％～2.7％の間で推移
しており、緩やかな景気回復が続いている。英国のEU離脱問題や政治動向に関する不確実性に伴
う政策の不透明感が継続する中、雇用情勢の改善等を背景にした個人消費が景気回復を支えている。

中国では、2012年（平成24年）から2014年（平成26年）は、実質経済成長率が7％台で推
移していたが、2015年（平成27年）以降は6％台と低下している。足元の中国経済は、自動車
減税やインフラ投資等の各種政策効果もあり、持ち直しの動きが続いており、2017年（平成29年）
の実質経済成長率は前年を上回った。

ASEAN3 （東南アジア諸国連合）の主要5箇国（インドネシア、マレーシア、フィリピン、タイ
及びベトナム）については、2010年（平成22年）以降、実質経済成長率が4.6％～6.9％の間で
推移している。

その他の新興国では、中南米カリブ海諸国は2009年（平成21年）に実質経済成長率が－2.0％
とマイナス成長となったが、2010年（平成22年）は6.1％と高い回復を見せた。その後徐々に景
気が後退し、2016年（平成28年）は－0.6％と再びマイナス成長となったが、2017年（平成29年）
は1.3％まで回復した。

中東・北アフリカでは、2009年（平成21年）に実質経済成長率が0.8％まで落ち込んだが、そ
の後は回復し、2012年（平成24年）までは4.4％～5.1％の間で推移した。それ以降、2％台の
実質経済成長率が続く中、2016年（平成28年）は4.9％まで回復したが、2017年（平成29年）
は2.2％となった。

サハラ以南アフリカは、2010年（平成22年）に7.0％の高い成長率を示して以降、徐々に低下し、
2014年（平成26年）までは4.4～5.3％の間で推移していたが、2017年（平成29年）は2.8％と
成長率が鈍化している（図表Ⅰ－1）。

1　International Monetary Fund の略
2　European Union の略
3　Association of South-East Asian Nations の略
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	図表Ⅰ－1	 主要国・地域の実質経済成長率の推移
（単位：％）

2008 年 2009 年 2010 年 2011 年 2012 年 2013 年 2014 年 2015 年 2016 年 2017 年
日本 －1.1 －5.4 4.2 －0.1 1.5 2.0 0.4 1.4 0.9 1.7
米国 －0.3 －2.8 2.5 1.6 2.2 1.7 2.6 2.9 1.5 2.3
EU（欧州連合） 0.7 －4.2 2.0 1.8 －0.3 0.3 1.8 2.4 2.0 2.7
中国 9.6 9.2 10.6 9.5 7.9 7.8 7.3 6.9 6.7 6.9
ASEAN（5 カ国） 5.4 2.4 6.9 4.7 6.2 5.1 4.6 4.9 5.0 5.3
中南米カリブ海諸国 4.0 －2.0 6.1 4.6 2.9 2.9 1.3 0.3 －0.6 1.3
中東・北アフリカ 4.6 0.8 4.9 4.4 5.1 2.5 2.6 2.4 4.9 2.2
サハラ以南アフリカ 5.9 3.9 7.0 5.1 4.4 5.3 5.1 3.4 1.4 2.8

資料：IMF「World Economic Outlook Database, April 2018」に基づき観光庁作成

	 第2節　2017年（平成29年）の世界の観光の状況
UNWTO4（国連世界観光機関）の2018年（平成30年）1月の発表では、2017年（平成29年）

の世界全体の国際観光客数は前年より8,300万人増（対前年比6.7%増）となり13.2億人を記録した。
2009年（平成21年）はリーマンショックの影響から減少したが、それ以降は8年連続での増加
となった（図表Ⅰ－2）。

	図表Ⅰ－2	 国際観光客数の推移

資料：UNWTO（国連世界観光機関）資料に基づき観光庁作成
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4　国連の専門機関 World Tourism Organization の略
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国際観光客数と世界の実質GDPは強い相関が見られるが、近年では国際観光客数の伸びが上回っ
ている（図表Ⅰ－3）。

	図表Ⅰ－3	 国際観光客数と世界の実質GDPの推移

資料：UNWTO（国連世界観光機関）、IMF（国際通貨基金）資料に基づき観光庁作成
注１：世界の実質GDPは、1998年を100として指数化。
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UNWTO（国連世界観光機関）の2018年（平成30年）1月の発表によると、欧州を訪れた国際
観光客数は2011年（平成23年）以降増加傾向にあり、2017年（平成29年）では前年に比べ5,180
万人増加（対前年比8.4％増）し、6億7,110万人となった。

アジア太平洋を訪れた国際観光客数は、前年に比べ1,790万人増加（対前年比5.8％増）し、3
億2,370万人となった。

米州を訪れた国際観光客数は、前年に比べ580万人増加（対前年比2.9％増）し、2億660万人
となった（図表Ⅰ－4）。

	図表Ⅰ－4	 地域別国際観光客数（2017年（平成29年））
国際観光受入数（単位：万人） 対前年増減数（単位：万人） 対前年比

世界全体 132,200 8,300 6.7％
欧州 67,110 5,180 8.4％
アジア太平洋 32,370 1,790 5.8％
米州 20,660 580 2.9％
アフリカ 6,210 450 7.8％
中東 5,830 270 4.8％

資料：UNWTO（国連世界観光機関）資料に基づき観光庁作成
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国際観光客数の地域別シェアは、到着地域別及び出発地域別ともに依然として欧州が半数程度を
占めているが、過去10年間では減少傾向にある。到着地域別にみると、アジア太平洋は、2007
年（平成19年）に20.2％であったが、2017年（平成29年）は24.5％にまで拡大している。米州
は、2007年（平成19年）から16％程度で推移している。中東、アフリカは、ともに5％前後で
推移している。また、出発地域別のシェアをみるとアジア太平洋は2006年（平成18年）に19.4%
であったが、2016年（平成28年）は25.6％まで拡大している（図表Ⅰ－5）。

	図表Ⅰ－5	 国際観光客数の地域別シェア
＜到着地域別＞ ＜出発地域別＞

資料：UNWTO（国連世界観光機関）資料に基づき観光庁作成
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UNWTO（国連世界観光機関）によると、今後も世界の国際観光客数は増加が見込まれている。
前述のように、アジア太平洋は近年拡大しているが、今後についても、南アジア、北東アジア及び
東南アジアは中東やアフリカとともに、欧米に比べ、高い伸びが予測されている（図表Ⅰ－6）。

	図表Ⅰ－6	 国際観光客の年平均伸び率の予測

資料：UNWTO（国連世界観光機関）、IMF（国際通貨基金）資料に基づき観光庁作成
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外国人旅行者受入数については、各国・地域ごとに異なる統計基準により算出されている。この
ため、比較する際には、統計基準の違いに注意する必要があるが、2016年（平成28年）の外国
人旅行者受入数は、前年に引き続き、フランスが8,260万人で1位となり、米国が7,747万人で2
位、スペインが7,556万人で3位であった。日本は2015年（平成27年）の1,974万人（16位（ア
ジアで5位））から2,404万人（16位（アジアで5位））となり、人数は増加したものの、順位は
変わらなかった。

なお、2017年（平成29年）の訪日外国人旅行者数は、前年比19.3％増の2,869万人であり、
2016年（平成28年）の外国人旅行者受入数ランキングでは11位に相当する（図表Ⅰ－7）。

	図表Ⅰ－7	 外国人旅行者受入数ランキング（2016年（平成28年））
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資料：UNWTO（国連世界観光機関）資料に基づき日本政府観光局（JNTO）作成
注１：本表の数値は2017年６月時点の暫定値である。
注２：★印を付した米国、トルコ、チェコ、デンマーク、インドネシア、アイルランドは、2016年の数値が不明であるため、2015年の数値

を、スウェーデンは2014年の数値を採用した。
注３：本表で採用した数値は、日本、韓国、台湾、ベトナムを除き、原則的に1泊以上した外国人訪問者数である。
注４：外国人訪問者数は、数値が追って新たに発表されたり、さかのぼって更新されることがあるため、数値の採用時期によって、そのつ

ど順位が変わり得る。
注５：外国人旅行者数は、各国・地域ごとに日本とは異なる統計基準により算出・公表されている場合があるため、これを比較する際に

は注意を要する。
　　　（例：外国籍乗員数（クルー数））について、日本の統計には含まれないが、フランス、スペイン、中国、韓国等の統計には含まれてい

る）

※外国人旅行者数は、各国・地域ごとに異なる統計
基準により算出・公表されているため、これを厳密
に比較する際には統計基準の違いに注意することが
必要である。
（例：外国籍乗員数（クルー数）について、日本の統計
には含まれないが、フランス、スペイン、中国、韓国等
の統計には含まれている）

2017年の訪日外国人旅行者数は2,869万人

日本は世界で16位、アジアで５位
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日本は島国であり、海外からの訪日は空路と水路に限られる。一方、欧州など多くの国が隣国と
陸続きで鉄道、自動車等の陸路による入国も多いことから、我が国と同様の条件となるように空路
又は水路による外国人旅行者受入数を比較したのが図表Ⅰ－8である。

2016年（平成28年）は、スペインが6,198万人で1位となり、米国が4,699万人で2位、英国
が3,305万人で3位であった。日本は2,404万人（7位（アジアで2位））であり、2015年（平成
27年）の1,974万人（9位（アジアで3位））から順位を上げた。

なお、2017年（平成29年）の訪日外国人旅行者数2,869万人は、2016年（平成28年）の空路
又は水路による外国人旅行者受入数ランキングでは6位に相当する。

また、このランキングは、空路又は水路による外国人旅行者数が把握できない国・地域は含まれ
ていない点に注意する必要がある。

	図表Ⅰ－8	 空路又は水路による外国人旅行者受入数ランキング（2016年（平成28年））
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資料：UNWTO（国連世界観光機関）資料に基づき観光庁作成
注１：外国人旅行者数は、各国・地域ごとに異なる統計基準により算出・公表されているため、これを厳密に比較する際には統計基準の

違いに注意することが必要。
注２：本表の数値は2018年２月時点の値である。
注３：本表で採用した数値は、★印を付した国・地域を除き、原則的に1泊以上した外国人旅行者数である。
注４：本表の緑のグラフは、アジア地域に属する国・地域である。
注５：タイ、スウェーデン、ギリシャ、ロシアは2016年の数値が不明であるため、タイは2013年、スウェーデンは2014年、ギリシャ、ロシ

アは2015年の数値を採用した。
注６：本表で採用した数値は、空路、水路、陸路の交通手段のうち、陸路（自動車等による入国）を除いた外国人旅行者数である。
注７：ドイツ、オーストリア、オランダ、ポルトガル、チェコ、デンマーク、スイスは、交通手段別のデータがないため、空路又は水路による

外国人旅行者数は不明である。
注８：外国人旅行者数は、数値が追って新たに発表されたり、さかのぼって更新されることがあるため、数値の採用時期によって、そのつ

ど順位が変わり得る。

2017年の訪日外国人旅行者数は
2,869万人（全て空路又は水路）

日本は世界で７位、アジアで２位
※交通手段別（空路、水路、陸路）の外国人旅行者数
は、全ての国・地域において算出・公表されている
わけではないため、本ランキングは公表されている
国・地域のみで作成している。
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2016年（平成28年）の各国・地域の国際観光収入については、1位が米国2,059億ドル、2位
がスペイン603億ドル、3位がタイ499億ドルとなった。

日本は307億ドル（11位（アジアで4位））と、2015年（平成27年）の250億ドル（13位（ア
ジアで5位））に比べ、順位を上げている。アジアについて見ると、タイが中国を上回り1位となっ
た。なお、2017年（平成29年）の日本の国際観光収入は340億ドルであり、2016年（平成28年）
のランキングでは9位に相当する（図表Ⅰ－9）。

	図表Ⅰ－9	 国際観光収入ランキング（2016年（平成28年））
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2,059
2,000

資料：UNWTO（国連世界観光機関）、各国政府観光局資料に基づき日本政府観光局（JNTO）作成
注１：本表の数値は2017年（平成29年）６月時点の暫定値である。
注２：本表の国際観光収入には、国際旅客運賃が含まれていない。
注３：国際観光収入は、数値が追って新たに発表されたり、さかのぼって更新されることがある。
　　　また、国際観光収入を米ドルに換算する際、その時ごとに為替レートの影響を受け、数値が変動する。そのため、数値の採用時期に

よって、そのつど順位が変わり得る。

2017年の国際観光収入は340億ドル

日本は世界で11位、アジアで４位
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2016年（平成28年）の各国・地域の国際観光支出については、1位が中国2,611億ドル、2位
が米国1,236億ドル、3位がドイツ811億ドルとなり、2015年（平成27年）と同順位となった。

日本は185億ドル（16位（アジアで5位））となり、2015年（平成27年）の160億ドル（19
位（アジアで5位））から金額、順位ともに上昇した。なお、2017年（平成29年）の日本の国際
観光支出は181億ドルとなり2016年（平成28年）と同順位となる（図表Ⅰ－10）。

	図表Ⅰ－10	 国際観光支出ランキング（2016年（平成28年））

2,611
1,236

811
636

405
291
266
250
249
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240
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187
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166
164
159
145
145
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113
102
95
95
93
92
91
83
77
68
61
54
52
50
49

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000
中国
米国

ドイツ
英国

フランス
カナダ
韓国

イタリア
豪州
香港

ロシア
シンガポール

スペイン
ベルギー

サウジアラビア
日本

（日本）
オランダ
スイス

アラブ首長国連邦
台湾

インド
ノルウェー
ブラジル

スウェーデン
クウェート
フィリピン
メキシコ

マレーシア
オーストリア
アルゼンチン
デンマーク
カタール

タイ
インドネシア
イスラエル

アイルランド
ポーランド

フィンランド
ウクライナ

チェコ

（億米ドル）

資料：UNWTO（国連世界観光機関）、各国政府観光局資料に基づき日本政府観光局（JNTO）作成
注１：本表の数値は2017年（平成29年）５月時点の暫定値である。
注２：本表の国際観光支出には、国際旅客運賃が含まれていない。
注３：国際観光支出は、数値が追って新たに発表されたり、さかのぼって更新されることがある。
　　　また、国際観光支出を米ドルに換算する際、その時ごとに為替レートの影響を受け、数値が変動する。そのため、数値の採用時期に

よって、そのつど順位が変わり得る。

2017年の国際観光支出は181億ドル

日本は世界で16位、アジアで４位
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日本の観光の動向2
2017年（平成29年）の日本経済は、内閣府「日本経済2017-2018」（2018年（平成30年）1月）

によると、海外経済が緩やかに回復する中で、日本の輸出や生産は持ち直しが続き、企業収益は過
去最高となり、雇用・所得環境も改善し、緩やかな回復基調が続いている。また、個人消費や民間
企業設備投資など国内需要も持ち直しており、好循環が進展している。

2017年（平成29年）は、2016年（平成28年）3月に「明日の日本を支える観光ビジョン構想
会議」において掲げた目標の確実な達成に向け、2017年（平成29年）5月に観光立国推進閣僚会
議の第7回会合において、「観光ビジョン実現プログラム2017」（観光ビジョンの実現に向けたアク
ション・プログラム2017）を決定し、既成概念にとらわれない大胆な施策を実行した1年であった。

一方、7月には「平成29年7月九州北部豪雨」等記録的な大雨となったり、10月には北日本か
ら西日本で秋雨前線や台風の影響を受け、特に西日本では月降水量が気象庁の統計開始以来10月
として最も多くなるなど、夏から秋にかけて天候不順の影響を受けた1年であった。

	 第1節　訪日旅行の状況

1  訪日旅行の状況
2017年（平成29年）の訪日外国人旅行者数は、過去最高であった2016年（平成28年）の2,404

万人を更に上回る2,869万人（対前年比19.3％増）となり、5年連続で過去最高を更新し、2020
年（平成32年）に4,000万人にするとの目標に向け堅調に推移している（図表Ⅰ－11）。

	図表Ⅰ－11	 訪日外国人旅行者数の推移

資料：日本政府観光局（JNTO）資料に基づき観光庁作成
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このような状況の下で、主要20市場 5の全てにおいて年間での過去最高を記録した。
アジアからの訪日外国人旅行者数は、2,434万人で前年比21.1％増となり、訪日外国人旅行者数

全体に占める割合は84.8％に達した。年間を通じて、韓国、香港等との間の航空便数の増加やクルー
ズ船の寄港増などが訪日需要を喚起したと考えられる。

東アジアでは、韓国が40％を超える伸び率となる等、中国、韓国、香港、台湾で21.9％増の2,129

5　韓国、中国、台湾、香港、タイ、シンガポール、マレーシア、インドネシア、フィリピン、ベトナム、インド、オーストラリア、米国、カナダ、
英国、フランス、ドイツ、イタリア、ロシア、スペインの計 20 箇国・地域のことを指す（2017 年（平成 29 年）3月現在）。
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万人となり、初めて2,000万人を超えた。
東南アジアは、ASEAN（東南アジア諸国連合）の主要6箇国（タイ、シンガポール、マレーシア、

インドネシア、フィリピン、ベトナム）の訪日外国人旅行者数の合計が292万人となった。
欧州からの訪日外国人旅行者数は153万人となり、このうち主要5箇国（英国、フランス、ド

イツ、イタリア、スペイン）では100万人となった。
北米からの訪日外国人旅行者数は168万人となり、このうち米国は138万人となった。
オーストラリアからの訪日外国人旅行者数は50万人となった。
その他の地域では、南米が9.2万人、アフリカが3.5万人であった（図表Ⅰ－12）。

	図表Ⅰ－12	 訪日外国人旅行者の内訳（2017年（平成29年））

資料：日本政府観光局（JNTO）資料に基づき観光庁作成
注１：（　）内は、訪日外国人旅行者数全体に対するシェア。
注２：「その他」には、アジア、欧州等各地域の国であっても記載のない国･地域が含まれる。
注３：数値は、それぞれ四捨五入によっているため、端数において合計とは合致しない場合がある。

総計
2,869万人

②韓国
714万人
（24.9%）③台湾

456万人
（15.9%）

①中国
736万人
（25.6%）

オーストラリア
50万人（1.7%）

スペイン
10万人（0.3%）

インドネシア
35万人（1.2%）

イギリス
31万人（1.1%）

カナダ
31万人（1.1%）

ベトナム
31万人（1.1%）

フィリピン
42万人（1.5%）

シンガポール
40万人（1.4%）

マレーシア
44万人（1.5%）

インド
13万人（0.5%）

フランス
27万人（0.9%）
ドイツ
20万人（0.7%）
イタリア
13万人（0.4%）
ロシア
８万人（0.3%）

④香港
223万人
（7.8%）

⑤米国
137万人
（4.8%）

⑥タイ
99万人
（3.4%）

アジア
2,434万人（84.8%）
うち東アジア
2,129万人（74.2%）
うち東南アジア
292万人（10.2%）

その他
110万人
（3.8%）

北米
168万人
（5.9%）

欧州主要５ヵ国
100万人（3.5%）

このように、訪日外国人旅行者数が堅調に増加している要因としては、近隣アジア諸国を中心と
した諸外国のアウトバウンドが増加する中、観光を地方創生の切り札、我が国の成長戦略の柱と位
置付け、ビザ緩和や外国人旅行者向け消費税免税制度の拡充等、これまでにない大胆な取組を国を
あげて実行するとともに、CIQ6体制の充実や航空・鉄道・港湾等の交通ネットワークの整備、多言
語表記をはじめとする受入環境整備等への関係者の協力、日本政府観光局（JNTO）をはじめとし
たインバウンド関係者が連携して取り組んだプロモーション等の成果によるものと考えられる。

訪日外国人旅行者による日本国内における消費額は、2012年（平成24年）以降急速に拡大し、

6　税関（cutoms）、出入国審査（immigration）、検疫（quarantine）の総称。
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2017年（平成29年）は前年比17.8%増の4兆4,162億円となった。他方、訪日外国人旅行者1人
当たりの旅行支出は、2017年（平成29年）は前年比1.3％減の153,921円となった。（図表Ⅰ－
13）。この背景には、比較的滞在期間が短く、1人当たり旅行支出が相対的に少ない韓国からの旅
行者数が前年比で40.3％増加したことなどが全体の平均泊数や1人当たり旅行支出を押し下げる
要因となったことがあげられる。2020年（平成32年）に訪日外国人旅行消費額を8兆円にする
との目標に向け、1人当たり旅行支出の増加が必要であり、そのためには、比較的1人当たり旅行
支出が高い傾向にある欧米豪からの旅行者の掘り起こしや富裕層の獲得、滞在期間の長期化等が重
要である。

	図表Ⅰ－13	 訪日外国人旅行者による消費の推移

一人当たり旅行消費額（円、右目盛）
旅行消費額（億円、左目盛）

資料：観光庁｢訪日外国人消費動向調査｣
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2017年（平成29年）の訪日外国人旅行消費額を四半期ごとにみると、全ての四半期において、
対前年同期比で増加となった（図表Ⅰ－14）。

	図表Ⅰ－14	 訪日外国人旅行消費額の四半期の推移

訪日外国人旅行者数（右軸）旅行消費額（左軸）

資料：訪日外国人旅行者数は、日本政府観光局（JNTO）資料に基づき観光庁作成
訪日外国人旅行消費額は、観光庁｢訪日外国人消費動向調査｣
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2017年（平成29年）の訪日外国人旅行消費額を国籍・地域別にみると、中国が1兆6,947億円
となり、総額の38.4％を占めた。次いで、台湾5,744億円（構成比13.0％）、韓国5,126億円（同
11.6％）、香港3,416億円（同7.7％）、米国2,503億円（同5.7％）の順となっており、これら上
位5箇国で総額の76.4％を占めた（図表Ⅰ－15）。

	図表Ⅰ－15	 国籍・地域別の訪日外国人旅行消費額と構成比

米国
2,503億円
（5.7%）香港

3,416億円
（7.7%） 韓国

5,126億円
（11.6%）

台湾
5,744億円
（13.0%）

中国
16,947億円
（38.4%）

資料：観光庁｢訪日外国人消費動向調査｣
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154億円（0.3%）

インド
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212億円（0.5%）

イタリア
241億円（0.5%）
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インドネシア
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平成29年
訪日外国人
旅行消費額
４兆4,162億円

2017年（平成29年）の訪日外国人旅行消費額を費目別にみると、全体に占める割合では、買
物代が37.1%と最も高い割合となったが、前年（38.1%）に比べ縮少した。一方、宿泊費、娯楽サー
ビス費は前年に比べ拡大し、前年比の伸び率では娯楽サービス費の伸びが最も大きくなった（図表
Ⅰ－16）。

	図表Ⅰ－16	 費目別にみる訪日外国人旅行消費額

資料：観光庁「訪日外国人消費動向調査｣
注１：（　）内は費目別旅行消費額。
注２：〈　〉内は前年比の伸び率。
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〈+22.8%〉
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〈+16.9%〉
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〈+13.6%〉

3.0%（1,136億円）

3.3%（1,439億円）〈+26.7%〉
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0.2%
（77億円）
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また、国籍・地域別に費目別旅行消費額をみると、買物代では、中国が8,777億円と高い。次い
で台湾、韓国、香港となっており、それぞれ1,000億円を超えている（図表Ⅰ－17）。

	図表Ⅰ－17	 国籍・地域別にみる費目別旅行消費額（2017年（平成29年））

国籍・地域
訪日外国人旅行消費額（億円）

総　額
宿泊費 飲食費 交通費 娯楽 

サービス費 買物代 その他
前年比

全国籍・地域 44,162 ＋17.8％ 12,451 8,857 4,870 1,439 16,398 147
韓国 5,126 ＋43.3％ 1,598 1,316 535 262 1,394 21
台湾 5,744 ＋9.5％ 1,503 1,187 652 203 2,184 14
香港 3,416 ＋15.9％ 953 739 392 103 1,228 0
中国 16,947 ＋14.9％ 3,508 2,816 1,346 408 8,777 91
タイ 1,250 ＋8.6％ 365 230 145 41 467 2
シンガポール 664 ＋12.4％ 255 135 77 18 179 0
マレーシア 597 ＋14.3％ 187 124 93 20 173 0
インドネシア 456 ＋23.2％ 150 81 78 18 128 0
フィリピン 482 ＋23.5％ 133 101 57 23 168 0
ベトナム 566 ＋30.1％ 151 134 51 7 223 0
インド 212 ＋19.2％ 93 42 29 4 42 0
英国 669 ＋25.8％ 302 159 101 21 86 0
ドイツ 356 ＋13.7％ 160 76 55 8 57 0
フランス 571 ＋19.1％ 233 121 104 22 90 0
イタリア 241 ＋2.1％ 109 50 45 7 29 0
スペイン 212 ＋3.1％ 78 49 45 7 33 0
ロシア 154 ＋47.0％ 49 32 19 7 47 0
米国 2,503 ＋17.5％ 1,055 575 392 91 386 6
カナダ 549 ＋29.6％ 220 128 93 22 87 0
オーストラリア 1,118 ＋1.7％ 441 248 175 70 184 0
その他 2,331 ＋29.9％ 908 514 387 76 436 10

資料：観光庁「訪日外国人消費動向調査」

第
Ⅰ
部
　
平
成
29
年
　
観
光
の
動
向

第
2
章
　
日
本
の
観
光
の
動
向

15



2017年（平成29年）の訪日外国人旅行者1人当たり旅行支出を費目別にみると、買物代が5
万7,154円と最も高く、次いで宿泊費（4万3,397円）、飲食費（3万869円）の順となっている。

国籍・地域別にみると、宿泊費は、英国、オーストラリア、フランス、イタリア、ドイツ、スペ
イン、米国等の欧米豪の国々が上位を占めている。買物代では中国が11万9,319円となり、前年
に引き続き最も高かった（図表Ⅰ－18）。

	図表Ⅰ－18	 国籍・地域別にみる訪日外国人1人当たり費目別旅行支出（2017年（平成29年））

国籍・地域
訪日外国人1人当たり旅行支出（円 / 人）

平均
泊数総　額

宿泊費 飲食費 交通費 娯楽 
サービス費 買物代 その他

前年比
全国籍・地域 153,921 －1.3％ 43,397 30,869 16,974 5,014 57,154 513 9.1
韓国 71,795 ＋2.2％ 22,378 18,435 7,492 3,665 19,530 294 4.3
台湾 125,847 －0.0％ 32,939 26,004 14,286 4,458 47,846 314 6.7
香港 153,055 －4.5％ 42,690 33,129 17,586 4,628 55,017 5 6.1
中国 230,382 －0.5％ 47,690 38,285 18,295 5,550 119,319 1,243 10.9
タイ 126,569 －0.8％ 36,957 23,281 14,696 4,107 47,316 212 10.1
シンガポール 164,281 ＋0.7％ 63,084 33,308 19,005 4,414 44,350 120 7.7
マレーシア 135,750 ＋2.6％ 42,533 28,261 21,106 4,508 39,303 39 9.1
インドネシア 129,394 －5.3％ 42,593 23,084 22,188 5,098 36,431 1 12.4
フィリピン 113,659 ＋1.3％ 31,469 23,765 13,366 5,405 39,654 0 19.7
ベトナム 183,236 －1.6％ 48,861 43,314 16,382 2,372 72,307 0 35.2
インド 157,443 ＋9.1％ 69,506 31,212 21,875 3,268 31,583 0 23.1
英国 215,392 ＋18.5％ 97,303 51,289 32,390 6,811 27,600 0 12.2
ドイツ 182,207 ＋6.5％ 81,933 39,036 27,867 4,245 29,125 0 15.5
フランス 212,442 ＋12.4％ 86,882 45,017 38,882 8,142 33,400 120 15.7
イタリア 191,482 －3.3％ 86,746 39,659 35,968 5,634 23,311 163 13.1
スペイン 212,584 －5.1％ 77,944 49,082 45,486 7,166 32,794 112 13.4
ロシア 199,236 ＋4.4％ 63,122 41,499 24,908 9,074 60,512 121 19.4
米国 182,071 ＋6.2％ 76,719 41,791 28,477 6,603 28,071 411 13.8
カナダ 179,525 ＋15.8％ 71,951 41,757 30,316 7,095 28,315 91 13.8
オーストラリア 225,845 －8.5％ 89,060 50,066 35,375 14,089 37,195 59 13.2
その他 212,750 ＋16.2％ 82,832 46,900 35,299 6,967 39,796 956 14.7

資料：観光庁「訪日外国人消費動向調査」
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こうした訪日旅行の好調な状況を背景に、国際収支における旅行収支は改善し、2015年（平成
27年）に暦年としては1962年（昭和37年）以来53年ぶりに黒字（1兆902億円）に転化した。
2017年（平成29年）は過去最大であった前年（1兆3,267億円）からさらに黒字幅を拡大し、1
兆7,809億円の黒字となった（図表Ⅰ－19）。

	図表Ⅰ－19	 旅行収支、訪日外国人旅行者数と日本人出国者数の推移

年 旅行収支 
（億円）
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【2016年】
1兆3,267億円の黒字

（億円）

【2015年】1962年以来、53年ぶり
に旅行収支が黒字となる。

（万人）

【2017年度】年度として過去最大となる
1兆9,325億円の黒字となる。

【2017年】1兆7,809億円の黒字
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【2014年度】1959年度以来、55年ぶりに
旅行収支が黒字となる。

1970年９月（IN7.9万人、OUT 5.1万人）以来、約
44年ぶりに訪日外国人旅行者数が日本人出国
者数を上回る。

1970年7月（100万ドルの黒字）以来、約44
年ぶりに旅行収支が単月で黒字となる。

125
140

160

119 124
126

153

114

126

119
131

165

153 134

135

128 133

155

125 123

127

144

182 155

146 148
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146

155 147
142

139

181

141

旅行収支（左目盛） 訪日外国人旅行者数（右目盛） 日本人出国者数（右目盛）

94 88

123
139

176
164

160

192 182
161

183
165

177 185
182

201 208
189

177
230

205
192

214

188

205
230

204

221

258

229

235

268
248

228

260

238

252

250

251
261

1996 年 ▲ 35,880
1997 年 ▲ 34,651
1998 年 ▲ 32,739
1999 年 ▲ 33,287
2000 年 ▲ 30,730
2001 年 ▲ 28,168
2002 年 ▲ 28,879
2003 年 ▲ 23,190
2004 年 ▲ 29,189
2005 年 ▲ 27,659
2006 年 ▲ 21,409
2007 年 ▲ 20,199
2008 年 ▲ 17,631
2009 年 ▲ 13,886
2010 年 ▲ 12,875
2011 年 ▲ 12,963
2012 年 ▲ 10,617
2013 年 ▲ 6,545
2014 年 ▲ 444
2015 年 10,902
2016 年 13,267
2017 年 17,809

資料：�旅行収支は財務省「国際収支統計」、訪日外国人旅行者数は日本政府観光局（JNTO）資料、日本人出国者数は法務省「出入国管理統計」に基づき観
光庁作成

注1：旅行収支における2014年1月～2017年9月の値は年次改訂値、2017年10月～12月の値は第2次速報値、2018年1月～3月の値は速
報値（2018年5月10日現在）。

注2：期間集計における数値は、それぞれ四捨五入しているため、端数において合計とは合致しない場合がある。
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7

7　「購入率」は訪日外国人旅行者のうち、その費目に支出した者の割合。

コラム �訪日外国人旅行者の娯楽サービス費消費動向	
～インバウンドの「コト消費」拡大の動き～Ⅰ－1

近年、報道などでよく耳にするようになった「モノ消費」と「コト消費」。モノを所有することに価値を見出す、
欲しいモノを買うことが目的の消費を「モノ消費」、商品やサービスを購入したことで得られる体験に価値を見出す、
何かをするコトが目的の消費を「コト消費」とされているようだ。

訪日外国人旅行者の「モノ消費」と「コト消費」の動向を訪日外国人消費動向調査の結果から読み取れるだろう
か。当該調査では消費額の費目を「宿泊費」、「飲食費」、「交通費」、「娯楽サービス費」、「買物代」に分けている。
昨今のコト消費商品の広がりから「コト消費」要素の強い買物なども生じており、費目ごとに「モノ消費」、「コト
消費」を一概に分類することはできないが、「コト消費」の要素が最も強い「娯楽サービス費」に着目し分析する。

訪日外国人旅行消費額全体に占める娯楽サービス費の割合は、2015 年（平成 27 年）以降3年連続で拡大し 2017
年（平成 29 年）は 3.3％となった。また、娯楽サービス費を「購入率 7」でみると、2012 年（平成 24 年）には
21.5% であったが、2017 年（平成 29 年）は 35.7％と約 1.7 倍に拡大しており、「コト消費」の増加が読み取れる。

コラム図表Ⅰ－1－1	 	
訪日外国人旅行消費額の費目別構成比の推移

資料：観光庁「訪日外国人消費動向調査」

2012

2013

2014

2015

2016

2017

（%）
（年）

飲食費 交通費
娯楽サービス費
宿泊費

その他買物代

28.2 20.1 11.0 3.3 37.1 0.3

34.2 20.5 10.9
2.7

31.4 0.2

33.6 20.5 10.42.5 32.7 0.3

30.1 21.3 10.82.3 35.2 0.4

25.8 18.5 10.6 3.0 41.8 0.3

27.1 20.2 11.4 3.0 38.1 0.2
　　　

コラム図表Ⅰ－1－2	 	
訪日外国人旅行者 娯楽サービス費購入率の推移

資料：観光庁「訪日外国人消費動向調査」
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娯楽サービス費購入率を詳細な費目別にみると、「美術館・博物館・動物園・水族館」、「ゴルフ場・テーマパーク」
が高く、年々上昇している。国籍・地域別では、オーストラリアが最も高く、次いでフランス、英国、米国と欧米
豪で高くなっている。また、比較的低い傾向があった中国でも 2017 年（平成 29 年）は 2014 年（平成 26 年）と比
較して倍増するなどアジア諸国・地域でも上昇傾向にある。また、「ゴルフ場・テーマパーク」、「スキーリフト・
スキー用品レンタル」ではオーストラリアが最も高く、「美術館・博物館・動物園・水族館」ではフランスとスペ
インが高くなるなど、選択する娯楽サービスに国籍・地域別の特徴がみられる。

コラム図表Ⅰ－1－3	 	
娯楽サービス費 費目別購入率の推移
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資料：観光庁「訪日外国人消費動向調査」
注１：費目「スキーリフト・スキー用品レンタル」は2015年

から追加。
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コラム図表Ⅰ－1－4	 	
国籍・地域別 娯楽サービス費購入率の推移

資料：観光庁「訪日外国人消費動向調査」
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コラム図表Ⅰ－1－5	 国籍・地域別 娯楽サービス費 費目別購入率
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資料：観光庁「訪日外国人消費動向調査」2017年（平成29年）

（%）

韓国 台湾
米国
香港全国籍・地域

フランス
英国中国

スペイン オーストラリア

一方、訪日外国人旅行消費額に占める娯楽サービス費の割合を諸外国と比較すると日本はまだ小さい。訪日外国
人消費動向調査で「訪日前に期待していたこと」、「今回したこと」、「次回したいこと」を聞いたところ、「スキー・
スノーボード」、「スポーツ観戦」といった娯楽サービスの項目の選択率について、「訪日前に期待していたこと」
より「今回したこと」が低くなる一方で、「次回したいこと」が最も高くなるという関係となった。これは、「訪日
前に期待していたが今回できなかったので次回したい」、「訪日前に期待していたことをできる機会があればしてい
た」とも読み取れる。このことから、訪日外国人旅行者による娯楽サービスの体験志向は強く、今後は、そのニー
ズにいかに応えていくかが更なる満足度の向上やリピーター獲得への重要な要素となろう。また、諸外国の訪日外
国人観光客消費に占める娯楽サービスの割合と比較しても、今後娯楽サービス消費が更に伸びる余地があるように
見受けられる。また、娯楽サービス消費の増加は、それに付随する宿泊・飲食・交通等他の費目の消費にもつながり、
1人当たり旅行支出額を押し上げる効果も期待される。このため、「コト消費」を求める訪日外国人旅行者のニー
ズに応えることは、訪日外国人旅行消費額全体の拡大に向けて重要な要素になる。

コラム図表Ⅰ－1－6	 	
訪日外国人旅行者 日本滞在中の活動

0 20 40 60 80 100
日本食を食べること
日本の酒を飲むこと

旅館に宿泊
温泉入浴

自然・景勝地観光
繁華街の街歩き
ショッピング
美術館・博物館
テーマパーク

スキー・スノーボード
舞台鑑賞

スポーツ観戦
自然体験ツアー・農漁村体験

四季の体感
映画・アニメ縁の地を訪問
日本の歴史・伝統文化体験

日本の日常生活体験
日本のポップカルチャーを楽しむ

資料：観光庁「訪日外国人消費動向調査」2017年
（平成29年）

（%）

今回したこと
次回したいこと

訪日前に期待していたこと

　　　

コラム図表Ⅰ－1－7	 諸外国の外国人観
光客 費目別消費支出割合（2015年（平成27年））
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資料：OECD（経済協力開発機構）「Tourism Trends and Policies 
2018」より観光庁作成

注１：コラム図表Ⅰ－１－７はUNWTOが定める国際基準に基
づき算出された値から作成しているため、訪日外国人消費
動向調査とは値が異なる。

注２：娯楽サービスは「旅行会社及びその他予約サービス」、「文
化サービス」、「スポーツ及びレクリエーションサービス」
の合計。

※Provisional data
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コラム �訪日リピーターの消費動向	
～訪日回数の多い韓国・台湾・香港・中国のリピーターは1人当たり旅行支出が高い～Ⅰ－2

2017 年（平成 29 年）の訪日外国人旅行者数は 2,869 万人と、2012 年（平成 24 年）と比較すると5年間で約 3.5
倍に増加した。訪日外国人消費動向調査によると、訪日回数2回目以上のリピーターがそのうち 61.4％を占める。
訪日外国人旅行者数に占めるリピーターの割合は、近年ほぼ横ばいで推移しているが、訪日外国人旅行者数の増加
に伴い、リピーター数も大きく増加し、2017 年（平成 29 年）は 1,761 万人程度と推計される。本コラムでは、急
増する訪日リピーターの行動や消費動向について分析する。

コラム図表Ⅰ－2－1	 	
訪日リピーター割合の推移
（全国籍・地域）
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コラム図表Ⅰ－2－2	
訪日リピーター数の推移
（全国籍・地域）

（万人）（年）
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コラム図表Ⅰ－2－3	
訪日リピーター国籍・地域別
構成比（2017年（平成29年））

韓国
30%

台湾
25%

香港
13%
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米国
２%

欧州
１%

オーストラリア
１%

その他
10%

資料：観光庁「訪日外国人消費動向調査」
注1：コラム図表Ⅰ－2－2の数値は、JNTO「訪日外客数」に図表Ⅰ－2－1の割合を乗じて算出した推計値。
注2：コラム図表Ⅰ－2－1、Ⅰ－2－2は全目的、Ⅰ－2－3は観光レジャー目的の訪日外国人旅行者について集計した。

観光・レジャー目的の訪日外国人旅行者について、リピーター数のシェアを国籍・地域別にみると、韓国 30%、
台湾 25%、中国 18％、香港 13％と、これら近隣の東アジア4箇国・地域でリピーター全体の 86% を占めている。
以下では、割合が大きい東アジア近隣4箇国・地域のリピーターについて詳細をみる。

訪日回数別の割合では、韓国は約6割、台湾及び香港は約8割が訪日回数2回以上のリピーターであるのに対し、
中国は約6割が初めての訪問者であり、今後、更にリピーターを獲得する余地が大きい市場である。また、香港の
20％、台湾の 15％、韓国の9％が訪日 10 回以上であり、何度も日本を訪れるリピーターが多くいることがわかる。

訪日回数別に年代と世帯年収の構成比をみると、訪日回数の増加に伴い、年代は 30 代以上の割合が大きくなり、
世帯年収は比較的所得の高い世帯の割合が大きくなる。

コラム図表Ⅰ－2－4	
東アジア近隣4箇国・地域
の訪日回数別構成比

36 49 6 9韓国

台湾

香港

中国

20 51 13 15

17 47 16 20

60 33 ３

２～５回目１回目
10回以上６～９回目

４

（％）

コラム図表Ⅰ－2－5	
東アジア近隣4箇国・地域
の訪日回数別年代構成比

11.8 32.6 28.6 26.9

1回目

10回目

2～9回目 37.5 32.0 18.3 12.2

52.2 24.6 13.2 9.9

30代20代以下
50代以上40代

（％）

コラム図表Ⅰ－2－6	
東アジア近隣4箇国・地域の
訪日回数別世帯年収構成比

1回目

2～9回目

10回目 46.2 32.1 21.7

60.1 27.8 12.1

69.6 21.3 9.1

500万円以上1,000万円未満
500万円未満

1,000万円以上

（％）

資料：観光庁「訪日外国人消費動向調査」（2017年（平成29年））【観光・レジャー目的】

訪日回数別に1人当たり旅行支出をみると、概ね訪日回数が多い旅行者の旅行支出が高く、特に訪日回数 10 回
以上の値を1回目と比較すると、2～4割高い。

旅行中の訪問地では、韓国、台湾及び香港において訪日回数が増えるほど地方訪問率が高くなり、台湾、香港及
び中国は訪日回数が増えるほど訪れる地域に広がりがみられる。

これらのことから、訪日回数が特に多い層では1人当たり旅行支出額が高く、地方部へ多く訪れていることがわ
かり、リピーターの増加は、訪日外国人旅行消費額や地方を訪問する訪日外国人旅行者数の増加に寄与すると考え
られる。
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コラム図表Ⅰ－2－7	 訪日回数別1人当たり旅行支出

資料：観光庁「訪日外国人消費動向調査」（2017年（平成29年））【観光・レジャー目的】
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コラム図表Ⅰ－2－8	 国・地域別訪問地

 
 

 

 

○韓国

 
○台湾

○香港

○中国 

 
 

訪問地（1回目） 訪問地（2～9回目） 訪問地（10回以上）

20％以上
15％以上
10％以上
5％以上
1％以上
1％未満

20％以上
10％以上
1％以上
1％未満

地方訪問率
99%

地方訪問率
62%

地方訪問率
82%

訪問地（1回目） 訪問地（2～9回目） 訪問地（10回以上）

20％以上
15％以上
10％以上
5％以上
1％以上
1％未満

20％以上
10％以上
1％以上
1％未満

地方訪問率
119%

地方訪問率
78%

地方訪問率
100%

訪問地（1回目） 訪問地（2～9回目） 訪問地（10回以上）

20％以上
15％以上
10％以上
5％以上
1％以上
1％未満

20％以上
10％以上
1％以上
1％未満

地方訪問率
115%

地方訪問率
72%

地方訪問率
93%

訪問地（1回目） 訪問地（2～9回目） 訪問地（10回以上）

20％以上
15％以上
10％以上
5％以上
1％以上
1％未満

20％以上
10％以上
1％以上
1％未満

地方訪問率
75%

地方訪問率
78%

地方訪問率
75%

資料：観光庁「訪日外国人消費動向調査」2017年（平成29年）【観光・レジャー目的】
注1：訪問率は、旅行者が各都道府県を訪れた割合。訪問地には出入国空海港の所在地が含まれる。
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さらに、日本滞在中の活動について、「今回したこと」と「次回したいこと」の選択率を訪日回数別にみると、「今
回したこと」において、訪日初回は「テーマパーク」が高く、訪日回数が増えるほど「日本の酒を飲むこと」が高
くなる傾向がある。また、「温泉入浴」は「今回したこと」、「次回したいこと」ともに高い。

「スキー・スノーボード」、「スポーツ観戦」は、訪日回数にかかわらず、「今回したこと」の選択率が低いものの、
「次回したいこと」では高くなっており、この傾向は、東アジア近隣4箇国・地域だけではなく、欧米豪でも同様

である。また、購入者単価と購入率では、娯楽サービス費の中で「スキーリフト・スキー用品レンタル」、「舞台鑑賞・
スポーツ観戦」の単価が高く、購入率は低い。このことから、「スキー・スノーボード」、「スポーツ観戦」は、ニー
ズがあり実施した際の単価が高い傾向にあるものの、訪日を重ねても体験に至っておらず、これらのニーズに応え
ることは訪日外国人旅行消費額の増加につながるとともに、訪日外国人旅行者の満足度を高め、次回以降の訪日意
欲にも影響を与えると考えられる。

コラム図表Ⅰ－2－9	 訪日回数別今回したこと

資料：観光庁「訪日外国人消費動向調査」2017年（平成29年）【観光・レジャー目的】
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コラム図表Ⅰ－2－10	 訪日回数別次回したいこと

資料：観光庁「訪日外国人消費動向調査」2017年（平成29年）【観光・レジャー目的】
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1人当たり旅行支出を国・地域別にみると欧米豪が比較的高い傾向があるが、平均泊数を考慮すると、欧米豪と
中国・韓国を除く他の国・地域で大きな差はみられない。訪日外国人旅行消費額の増加には、比較的1人当たり旅
行支出が高い傾向にある欧米豪からの旅行者の掘り起こしとともに、概ね訪日回数が増えるほど1人当たり旅行支
出が高くなる傾向にある東アジアのリピーターの更なる獲得が重要である。

コラム図表Ⅰ－2－11	 国・地域別1人当たり旅行支出と平均泊数

資料：観光庁「訪日外国人消費動向調査」2017年（平成29年）【観光・レジャー目的】
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コラム �為替レートの変動と訪日旅行者数、旅行支出額	
～旅行目的地としての日本の選定に際し、近年の為替レートの影響は限定的、	
他方、日本における消費額への影響については、国籍・地域により特徴がある～Ⅰ－3

（為替レートの変動と訪日旅行者数）
日本を旅行目的地として選定する際、為替レートは影響を与えているのであろうか。近年の訪日外国人旅行者数

の増加に対する為替レートの影響をみるため、訪日外国人旅行者数と各国通貨の対円レートの相関係数を国籍・地
域別に算出した。その際、旅行先等の検討や意思決定と実際の旅行時には一定のタイムラグがあると考えられるこ
とから、3箇月のラグ（当該月の旅行者数と3箇月前の為替レート）、6箇月のラグ（当該月の旅行者数と6箇月
前の為替レート）をとって算出した。なお、訪日外国人旅行者数、為替レートについては月次の前年比の数値を使
用した。本試算においては、正の相関は各国籍・地域通貨高とアウトバウンド（日本にとってはインバウンド）の
増加を示している。

これによると、やや相関がみられる中国等の一部を除き、多くの国籍・地域では訪日外国人旅行者数と為替レー
トの変動には正の相関がなく、中には逆相関で有意となっているところもある（韓国、米国）。近年の訪日外国人
旅行者数の増加の背景には、為替レート以外の要因（例えば、近年のアジア諸国を中心とした経済発展による所得
の向上や国際航空便数の増加、ビザの緩和といった政策効果等）が影響を与えていることが示唆される。

コラム図表Ⅰ－3－1	 訪日外国人旅行者数と為替レートの相関

韓国 台湾 香港 中国 タイ シンガ
ポール

マレー
シア インド 英国 ドイツ フランス ロシア 米国 カナダ オースト

ラリア
相関係数 

（3ヶ月ラグ） －0.20 0.12 0.05 0.31 －0.04 0.03 0.00 －0.12 －0.03 －0.21 －0.20 0.37 －0.24 －0.21 －0.12

p 値 0.093 0.307 0.690 0.009 0.728 0.800 0.987 0.330 0.834 0.086 0.094 0.002 0.045 0.077 0.330

相関係数 
（6ヶ月ラグ） －0.33 0.16 0.02 0.44 －0.08 0.08 0.09 －0.08 0.05 －0.11 －0.13 0.23 －0.14 －0.11 －0.11

p 値 0.006 0.196 0.845 0.000 0.527 0.525 0.454 0.513 0.690 0.368 0.309 0.058 0.261 0.372 0.375

は5％水準で有意であることを示している。
資料：日本政府観光局（JNTO）「訪日外客数」、Bloombergデータから観光庁作成
注1：2011年（平成23年）7月～2017年（平成29年）12月のデータを活用した。

（為替レートの変動と旅行支出額）
他方、外国人が訪日旅行における具体的支出額を決定する際の為替レートの影響はどうか。これは、訪日外国人

が訪日旅行の支出額を決定する際の「予算制約」をどちらの通貨（母国通貨か、それとも円か）で検討する割合が
高いのか、と関連付けられる。本コラムでは、訪日外国人旅行者数の旅行支出額の決定に対する為替レートの変動
への反応度合いを「変動係数」という概念を用いて分析した。

「変動係数」（Coefficient of Variation）は、データ間のばらつきの関係を相対的に示すもので、標準偏差を平均値
で除したものである。分析に当たって、国籍・地域別の1人当たり旅行支出額について、①円建て変動係数、②各
国籍・地域通貨建て変動係数を算出し、③両者の差分（円建て変動係数－各国籍・地域通貨建て変動係数）を算出
した。

1人当たり旅行支出額は、国籍・地域、年齢、所得水準、季節要因、為替レートなど様々な要因によって決定さ
れるが、円建ての旅行支出額の変動係数と各国籍・地域通貨建て旅行支出額の変動係数の「差分」をとることで、
為替レート以外の要因がコントロールされ、為替レートの変動に対する反応が抽出されるものと考えられる。その際、
変動係数が小さい方の通貨において、予算制約の検討に重きを置いているものと考えられる。具体的には「差分」が、
（1）円建て変動係数　＞　各国籍・地域通貨建て変動係数、の場合は、各国籍・地域通貨建てで予算制約を立て

る度合いが強い一方、（2）円建て変動係数　＜　各国籍・地域通貨建て変動係数、の場合は、為替の変動に合わ
せて各国籍・地域通貨建て支出が比較的柔軟に変動する傾向があるといえよう。

以下では、2011 年（平成 23 年）4 - 6月期～2017 年（平成 29 年）10-12 月期の各四半期のデータを用いて、国籍・
地域別の1人当たり旅行支出額について、円建て、各国籍・地域通貨建ての変動係数及び両者の差分を算出した。

その結果をみると、中国、香港、シンガポール、ドイツ等において、円建ての変動係数が各国籍・地域通貨建て
の変動係数を上回る傾向があり、中でも中国の差分が大きくなっている。他方、韓国、ロシア、インドについては、
各国籍・地域通貨建ての変動係数が大きくなっている。
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コラム図表Ⅰ－3－2	 1人当たり旅行支出額の変動係数

①円建て 
変動係数

②各国籍・ 
地域通貨建
て変動係数

③差分 
（①－②）

①円建て 
変動係数

②各国籍・ 
地域通貨建
て変動係数

③差分 
（①－②）

韓国 5.9％ 17.4％ －11.5％ 英国 22.5％ 24.9％ －2.3％
台湾 9.7％ 7.7％ 2.0％ ドイツ 31.5％ 26.7％ 4.8％
香港 13.9％ 9.8％ 4.2％ フランス 17.4％ 16.3％ 1.1％
中国 15.5％ 7.1％ 8.4％ ロシア 14.9％ 26.5％ －11.6％
タイ 12.1％ 14.4％ －2.2％ 米国 14.0％ 12.1％ 1.9％
シンガポール 15.2％ 11.1％ 4.1％ カナダ 12.7％ 12.4％ 0.3％
マレーシア 15.6％ 16.0％ －0.4％ オーストラリア 17.3％ 19.3％ －2.0％
インド 14.8％ 19.4％ －4.6％

資料：観光庁「訪日外国人消費動向調査」
注1：推計期間は、2011年4-6月期～2017年10-12月期。

さらに詳細に分析するため、各国籍・地域の変動係数について費目別に算出した。その結果、「宿泊費」につい
ては、概ね各国籍・地域ともに、各国籍・地域通貨建ての変動係数が相対的に大きくなっており（差分がマイナス）、
比較的為替の変動を「許容」し、自国通貨建てでの支出を柔軟に増減させている（円建てでは相対的に変動が小さい）。
これは、宿泊費のような費目は必需品に近いような性質があるなど代替性が低いことが一因と考えられる。

一方で、「買物代」については、総額の変動係数の差分が円建て＞各国籍・地域通貨建て、となった国籍・地域（中
国、香港、シンガポール、ドイツ）において、円建ての変動係数が各国籍・地域通貨建て変動係数を大きく上回る
傾向があり、特に中国においてその傾向が強い。このことから、これらの国籍・地域においては、自国通貨建てで
予算制約を考慮する度合いが比較的に強く、為替の変動に合わせて円建ての支出を柔軟に変動させ、特に、「買物代」
で「調整」している度合いが比較的に強い傾向にあることが示唆される。

コラム図表Ⅰ－3－3	 1人当たり旅行支出額の費目別変動係数

韓国 台湾 香港 中国 タイ シ ン ガ
ポール

マ レ ー
シア インド 英国 ドイツ フランス ロシア 米国 カナダ オースト

ラリア

総額

円建 5.9％ 9.7％ 13.9％ 15.5％ 12.1％ 15.2％ 15.6％ 14.8％ 22.5％ 31.5％ 17.4％ 14.9％ 14.0％ 12.7％ 17.3％

母国通貨 17.4％ 7.7％ 9.8％ 7.1％ 14.4％ 11.1％ 16.0％ 19.4％ 24.9％ 26.7％ 16.3％ 26.5％ 12.1％ 12.4％ 19.3％

差分 －11.5％ 2.0％ 4.2％ 8.4％ －2.2％ 4.1％ －0.4％ －4.6％ －2.3％ 4.8％ 1.1％ －11.6％ 1.9％ 0.3％ －2.0％

宿泊費

円建 8.7％ 9.2％ 15.2％ 12.4％ 16.7％ 16.1％ 22.9％ 27.6％ 30.4％ 28.7％ 19.1％ 22.5％ 11.9％ 19.0％ 16.6％

母国通貨 21.1％ 12.1％ 14.4％ 18.0％ 23.2％ 17.3％ 26.1％ 32.6％ 31.7％ 29.1％ 19.1％ 29.6％ 16.4％ 18.8％ 19.0％

差分 －12.4％ －2.9％ 0.8％ －5.6％ －6.5％ －1.2％ －3.2％ －5.0％ －1.3％ －0.4％ 0.0％ －7.1％ －4.5％ 0.1％ －2.4％

飲食費

円建 7.4％ 9.5％ 13.4％ 15.7％ 21.8％ 25.1％ 24.6％ 22.8％ 21.1％ 31.5％ 21.5％ 22.1％ 16.6％ 15.0％ 18.1％

母国通貨 15.1％ 10.7％ 11.4％ 12.4％ 25.8％ 20.9％ 24.2％ 24.7％ 24.6％ 27.5％ 19.6％ 25.6％ 15.7％ 14.7％ 19.2％

差分 －7.7％ －1.2％ 1.9％ 3.4％ －4.1％ 4.2％ 0.4％ －1.9％ －3.5％ 4.0％ 1.8％ －3.5％ 0.9％ 0.3％ －1.1％

交通費

円建 12.4％ 15.1％ 15.5％ 22.3％ 27.3％ 21.6％ 20.5％ 18.9％ 30.7％ 32.6％ 25.1％ 31.8％ 20.9％ 18.9％ 24.3％

母国通貨 24.6％ 10.5％ 14.4％ 15.6％ 27.5％ 20.8％ 21.8％ 20.9％ 32.4％ 29.0％ 23.3％ 36.0％ 16.6％ 18.1％ 26.0％

差分 －12.2％ 4.6％ 1.1％ 6.7％ －0.2％ 0.8％ －1.3％ －1.9％ －1.7％ 3.6％ 1.8％ －4.1％ 4.4％ 0.8％ －1.6％

娯楽 
サービス

費

円建 20.1％ 19.8％ 26.7％ 37.6％ 65.2％ 43.4％ 42.4％ 39.2％ 51.0％ 78.9％ 49.7％ 38.2％ 54.2％ 50.9％ 89.8％

母国通貨 24.6％ 17.2％ 33.1％ 37.1％ 59.6％ 40.1％ 42.4％ 38.0％ 49.2％ 73.1％ 46.3％ 52.2％ 49.8％ 49.2％ 90.8％

差分 －4.5％ 2.5％ －6.4％ 0.5％ 5.7％ 3.3％ 0.0％ 1.2％ 1.8％ 5.8％ 3.4％ －13.9％ 4.4％ 1.6％ －1.0％

買物代

円建 9.6％ 15.6％ 21.5％ 22.3％ 16.0％ 29.4％ 22.5％ 26.9％ 24.7％ 87.4％ 23.2％ 39.6％ 47.3％ 18.8％ 16.7％

母国通貨 16.8％ 10.7％ 14.2％ 11.8％ 16.2％ 22.0％ 19.8％ 27.0％ 21.7％ 77.6％ 22.4％ 42.8％ 43.0％ 19.0％ 18.7％

差分 －7.2％ 4.9％ 7.3％ 10.5％ －0.2％ 7.3％ 2.7％ －0.2％ 3.0％ 9.8％ 0.7％ －3.2％ 4.3％ －0.2％ －2.0％

資料：観光庁「訪日外国人消費動向調査」
注1：推計期間は、2011年4-6月期～2017年10-12月期。
注2：差分：円建て変動係数－各国籍・地域通貨建て変動係数。

我が国の経済の観点からみると、円建ての支出動向が直接的には影響を受けることとなり、旅行支出額の動向を
把握する際には、為替レートの動向を考慮する必要がある。特に円建て変動係数＞各国籍・地域通貨建て変動係数
の国籍・地域については、為替レートの変動が円ベースでの支出の変動に比較的大きく作用することには留意する
必要がある。他方、短期的な旅行支出額の変動に一喜一憂するのではなく、為替レート変動の影響も踏まえた上で、
その傾向を把握していくことが重要である。
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2  国際会議及び国際展示会の開催状況
国際会議関連団体及び事業者を会員とする国際会議協会（ICCA8）の統計によれば、世界全体の国

際会議の開催件数は増加傾向である。地域別の開催件数については、国際機関・学会の本部の多く
が設置されている欧州が世界全体の約半数を占めており、前年比ではオセアニアと北米の開催件数
の伸びが高い（図表Ⅰ－20）。

	図表Ⅰ－20	 世界及び地域別の国際会議開催件数の推移

（年）
0

1,000
2,000
3,000
4,000
5,000
6,000
7,000
8,000
9,000
10,000
11,000
12,000
13,000
（件）

2007 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17

5,2085,208 5,6405,640 5,7605,760 6,0896,089 6,1186,118 6,0546,054 6,3506,350 6,3506,350 6,6196,619 6,5856,585 6,7776,777

1,6651,665
1,7791,779 1,7681,768

1,9751,975 1,7481,748 1,8691,869 1,9881,988 1,9031,903 2,0032,003 2,2392,239 2,2842,284
1,1841,184

1,3121,312 1,2931,293
1,3461,346 1,3351,335 1,2691,269

1,2771,277 1,2611,261
1,4171,417 1,4031,403 1,4991,499

865865
945945 1,0191,019

1,0591,059 1,1051,105 1,1751,175
1,2271,227 1,1811,181

1,1801,180 1,1291,129 1,1411,141

中南米 アジア北米 欧州その他 アフリカ中東 オセアニア

資料：ICCA（国際会議協会）「A Modern History of International Association Meetings 1963-2012」、ICCA「ICCA Statistics Report2013」
「同2014」「同2015」「同2016」「同2017」 に基づき観光庁作成

注１：ICCAは開催件数４件以下の国は地域分類をしておらず、「その他」に一括計上されている。
注２：2018年（平成30年）５月時点
注３：本表の各地域は、国連世界観光機関（UNWTO）の区分に基づいている。従って、イスラエル、トルコ、キプロス、コーカサス諸国、中

央アジア諸国は「欧州」に、エジプトは「中東」に、イランは「アジア」に、メキシコは「北米」にそれぞれ計上されている。

我が国の国際会議開催件数は、国際会議協会（ICCA）の統計によると、2017年（平成29年）
は414件で世界第7位となっている（図表Ⅰ－21）。

8　International Congress and Convention Association の略。
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	図表Ⅰ－21	 国別国際会議開催件数（2017年（平成29年））
順位 国名 件数

1 米国 941
2 ドイツ 682
3 英国 592
4 スペイン 564
5 イタリア 515
6 フランス 506
7 日本 414
8 中国 376
9 カナダ 360

10 オランダ 307
11 ポルトガル 298
12 オーストリア 281
13 韓国 279
14 オーストラリア 258
15 スウェーデン 255

資料：国際会議協会（ICCA）「ICCA Statistics Report 2017」
注1：2018年（平成30年）5月時点

アジア大洋州地域における国際会議開催件数を国別にみると、近年、我が国を含む主要5箇国（日
本、中国、韓国、シンガポール、オーストラリア）の開催件数は増加傾向にあった。しかし、
2017年（平成29年）は、急成長していた中国の開催件数は減少に転じた。オーストラリアは大
きく開催件数を伸ばしたものの、日本、韓国、シンガポールは微増だった（図表Ⅰ－22）。これに
より、主要5箇国の総開催件数に占める我が国のシェアは27.8%となり、6年連続の首位を保って
いるものの、他地域も成長を続けていることから、競争は激しくなっている（図表Ⅰ－23）。

	図表Ⅰ－22	 �アジア大洋州地域における主要国の国際会議開催件数（1990年（平成2年）－2017年（平成29年））
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資 料：国 際 会 議 協 会（ICCA）「A Modern History of International Association Meetings 1963-2012」、「ICCA Statistics Report 2013」
「同2014」「同2015」「同2016」「同2017」に基づき観光庁作成

注１：2018年（平成30年）５月時点
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	図表Ⅰ－23	 アジア大洋州地域の主要国の国際会議開催件数に対する日本のシェア推移（1996年（平成8年）－2017年（平成29年））
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資料：国際会議協会（ICCA）「A Modern History of International Association Meetings 1963-2012」、「ICCA Statistics Report 2013」「同

2014」「同2015」「同2016」「同2017」に基づき観光庁作成
注１：2018年（平成30年）５月時点

（%）

27.8%

25.3%

18.8%

10.8%

17.4%

我が国は、2013年（平成25年）に閣議決定された「日本再興戦略」の中で、「2030年にはア
ジアNo.1の国際会議開催国としての不動の地位を築く」という目標を設定しており、厳しさを増
す市場の中で、国際会議の誘致力を強化していくことが求められている。欧米及びアジア大洋州地
域主要国における、2017年（平成29年）の国際会議の規模別の開催件数については、499人以下
の中小規模の会議開催件数がおよそ8割を占めており、ほとんどの国が増加傾向にある。特に、日
本を含めアジア大洋州地域では前年からの増加率が高いため、競争の激しいアジア市場で我が国の
目標を達成するためには、中小規模の国際会議を着実に誘致していくことが必要となる。また、
1,000人を超える大型国際会議は、世界全体でも開催件数があまり多くないが、経済波及効果が大
きいことから、引き続き確実に我が国に誘致していくことが求められる（図表Ⅰ－24）。

	図表Ⅰ－24	 欧米及びアジア大洋州地域主要国における国際会議の規模別開催件数（2017年（平成29年））

～ 499人 500 ～ 999人 1,000 ～ 4,999人 5,000人～

資料：国際会議協会（ICCA）統計に基づき観光庁作成
注１：2018年（平成30年）５月時点
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	 第2節　出国日本人数の状況
2017年（平成29年）の出国日本人数は1,789万人（前年比4.5％増）となり、2012年（平成

24年）以来4年ぶりに増加に転じた2016年（平成28年）の値を上回った（図表Ⅰ－25）。

	図表Ⅰ－25	 出国日本人数の推移

資料：法務省資料に基づき観光庁作成

1,683
1,740 1,753 1,729

1,599
1,545

1,664 1,699 1,747
1,690

1,621
1,712

1,789

1,000

1,100

1,200

1,300

1,400

1,500

1,600

1,700

1,800

1,900

2004 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17

（万人）

（年）

1,849

2017年（平成29年）は出国日本人数が1,789万人、訪日外国人旅行者数は2,869万人となり、
前年に引き続き、3年連続で訪日外国人旅行者数が出国日本人数を上回った（図表Ⅰ－26）。

	図表Ⅰ－26	 訪日外国人旅行者数の推移

資料：訪日外国人旅行者数は、日本政府観光局（JNTO）資料に基づき観光庁作成
出国日本人数は、法務省資料に基づき観光庁作成
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日本人出国者の訪問先については、2016年（平成28年）は1位が米国、2位が中国、3位が
韓国であった（図表Ⅰ－27）。

	図表Ⅰ－27	 国・地域別 日本人訪問者数（上位5位）

順位
2011 年 2012 年 2013 年 2014 年 2015 年 2016 年

訪問先 訪問者数（人） 訪問先 訪問者数（人） 訪問先 訪問者数（人） 訪問先 訪問者数（人） 訪問先 訪問者数（人） 訪問先 訪問者数（人）
1 中国 3,658,169 米国 3,698,073 米国 3,730,287 米国 3,620,224 米国 3,758,297 米国 3,576,955
2 韓国 3,289,051 韓国 3,518,792 中国 2,877,533 中国 2,717,600 中国 2,497,700 中国 2,587,440
3 米国 3,249,569 中国 3,518,153 韓国 2,747,750 韓国 2,280,434 韓国 1,837,782 韓国 2,297,893
4 台湾 1,294,758 台湾 1,432,315 タイ 1,536,425 台湾 1,634,790 台湾 1,586,489 台湾 1,841,339
5 香港 1,283,687 タイ 1,373,716 台湾 1,421,550 タイ 1,267,886 タイ 1,349,388 タイ 1,416,903

資料：日本政府観光局（JNTO）「2011年～2016年　各国・地域別　日本人訪問者数」に基づき観光庁作成
注1：米国の数値には、米国本国（全米50州とコロンビア特別区）への入国者のほか、北マリアナ諸島、グアム、米領サモア、プエルトリコ、米領バージ

ン諸島などの地域への入域者が含まれる。
注2：各国の数値は、推計値から確定値への変更、統計基準の変更、数値の非整合性などの理由により、その都度、過去にさかのぼって変更されること

がある。数値は、2018年（平成30年）3月現在のものである。
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コラム �若者のアウトバウンドの現状と今後の活性化について	
～次代を担う若者の国際相互理解の増進に向けて～Ⅰ－4

近年、経済発展による所得の向上等により、特に近隣諸国・地域においてアウトバウンドが大きく増加する中、観
光を我が国の成長戦略の柱、地方創生の切り札と位置付け、様々な政策を矢継ぎ早に実行してきたこともあり、訪日
外国人旅行者数は2013年（平成25年）頃から急激な伸びをみせ、2017年（平成29年）には過去最高の2,869万人に
達している。

一方、出国日本人数は1970年代から右肩上がりに上昇してきたが、2000年代に入るとSARSやイラク戦争、リーマン
ショックによる世界的な景気後退などの影響もあり、概ね1,600～1,800万人の間で横ばいに推移しているところである。

その結果、2015年（平成27年）には年間で45年ぶりに訪日外国人旅行者数が出国日本人数を上回り、現在その差
が拡大している状況である。

コラム図表Ⅰ－4－1	 訪日外国人旅行者数と出国日本人数の推移
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出典：日本政府観光局（JNTO）作成

同時多発テロ

2015年
訪日外国人旅行者数が45年ぶりに
出国日本人数を上回った。

【2014年】インバウンド:1,341万人　アウトバウンド:1,690万人
【2015年】インバウンド:1,974万人　アウトバウンド:1,621万人
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日本人の出国率は諸外国と比較すると低い水準であり、日本と同じく空路・海路によらなければ外国に行けないオー
ストラリアより低い。また、1人当たりの海外旅行支出を比較した場合でも、日本は多くの先進国を大幅に下回っている。

コラム図表Ⅰ－4－2	 	
諸外国における出国率の比較、諸外国における1人当たり海外旅行支出の比較

出典：OECD Statに基づき観光庁作成 出典：OECD Statに基づき観光庁作成
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続いて、出国日本人数について世代別の推移をみると、1996 年（平成8年）には 20 代が最多層を占めていたが（①
20 代、② 40 代、③ 30 代、④ 50 代）、2016 年（平成 28 年）には第4位となっており（① 40 代、② 30 代、③ 50 代、
④ 20 代）、20 代の出国者数をみると、ここ 20 年で約 40％減少している。

世代別の出国率をみると、全体・20 代ともにほぼ横ばいで推移していることから、海外旅行に行かない傾向が
20 代で突出して強いわけではなく、少子化により 20 代の出国者数そのものが減少していると考えられる。

コラム図表Ⅰ－4－3	 	
日本人出国者数の推移（各年代の比較）、日本人出国率の推移（全体と20代の比較）

（１）出国日本人数の推移（各年代の比較） （２）日本人出国率の推移（全体と20代の比較）

出典：出入国管理統計（法務省）より作成

（%）

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

23.4

13.7

0
500
1,000
1,500
2,000
2,500
3,000
3,500
4,000
4,500
5,000

H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

359万人
309万人
300万人
282万人

463万人

309万人

260万人

309万人

（千人）

20代出国率全体出国率20代 30代20歳未満
50代

40代
70代以上60代

24.6

13.4
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一方、20 代の余暇活動への参加率に関する調査によると、温浴施設や複合ショッピングモールなど比較的近場
でのレジャーへの参加率が高くなっているほか、スマートフォンの普及により SNS 等を利用した余暇活動の割合が
高くなっており、若者にとって海外旅行の優先度は低いことが伺える。

コラム図表Ⅰ－4－4	 20代の余暇活動への参加率

出典：レジャー白書（公益財団法人日本生産性本部）より作成
注１：参加率は、ある余暇活動を、１年間に１回以上行った人の割合。
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我が国のあらゆる分野・業界・地域にとって海外との交流が不可欠になりつつある現代において、海外との社会
や文化、価値観の差に興味や関心を持ち、柔軟に対応できる力をもった人材がますます必要とされているが、この
ような人材を育成する上で、海外旅行を含めた「海外体験」を行うことは非常に有効な方策であると考えられるこ
とから、我が国の将来を担う若者の「海外体験」の拡充が求められているところである。

このため、観光庁においては、2017 年（平成 29 年）12 月に民間有識者及び関係省庁等により構成される「若者
のアウトバウンド活性化に関する検討会」を立ち上げ、その活性化方策等について検討を行ってきたところである。
単なる旅行の促進だけではなく、海外での学習、社会貢献の機会を拡大するという観点も含め、今後、若者のアウ
トバウンド活性化に向けて必要な施策を講じていく。
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	 第3節　国内旅行の状況
2017年（平成29年）においては、日本人の国民1人当たりの国内宿泊観光旅行の回数は1.41

回（前年比1.3％増）、国民1人当たりの国内宿泊観光旅行の宿泊数は2.30泊（同1.9％増）であっ
た。国民1人当たりの国内宿泊観光旅行の回数、国民1人当たりの国内宿泊観光旅行の宿泊数とも
に、2014年（平成26年）は同年4月の消費税率引上げの影響もあり落ち込んだが、ここ数年は
回復傾向にある（図表Ⅰ－28）。

	図表Ⅰ－28	 日本人国内宿泊観光旅行の回数及び宿泊数の推移

資料：観光庁「旅行・観光消費動向調査」
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2017年（平成29年）に国内宿泊旅行に行った人数は延べ3億2,333万人（前年比0.7%減）、国
内日帰り旅行は延べ3億2,418万人（前年比2.8％増）となった（図表Ⅰ－29）。年後半に週末や
3連休に大雨や台風が到来したこと等が宿泊旅行にマイナスに作用したものと思われる。
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	図表Ⅰ－29	 日本人国内宿泊旅行延べ人数、国内日帰り旅行延べ人数の推移

資料：観光庁「旅行・観光消費動向調査」
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2017年（平成29年）の日本人国内旅行消費額については、宿泊旅行及び日帰り旅行ともに増
加し、21.1兆円（前年比0.8％増）であった（図表Ⅰ－30）。

	図表Ⅰ－30	 日本人国内旅行消費額の推移

資料：観光庁「旅行・観光消費動向調査」
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2017年（平成29年）の日本人及び訪日外国人旅行者による日本国内における旅行消費額は、
26.7兆円（前年比3.6%増）となり訪日外国人旅行者による旅行消費額は初めて全体の15％を超え
た（図表Ⅰ－31）。
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	図表Ⅰ－31	 日本国内における旅行消費額

資料：観光庁「旅行・観光消費動向調査」及び「訪日外国人消費動向調査」より作成

日本人国内宿泊旅行
16.1兆円（60.2%）日本人国内日帰り旅行

5.0兆円（18.8％）

訪日外国人旅行
4.4兆円（16.5%）

日本人海外旅行（国内分）
1.2兆円（4.4％）

（兆円）

2012 年 13 14 15 16 17
日本人国内宿泊旅行 15.0 15.4 13.9 15.8 16.0 16.1
日本人国内日帰り旅行 4.4 4.8 4.5 4.6 4.9 5.0
日本人海外旅行（国内分） 1.3 1.2 1.1 1.0 1.1 1.2
訪日外国人旅行 1.1 1.4 2.0 3.5 3.7 4.4
合計 21.8 22.8 21.6 24.8 25.8 26.7

資料：観光庁「旅行・観光消費動向調査」及び「訪日外国人消費動向調査」より作成

	 第4節　宿泊旅行の状況
日本国内のホテル・旅館等における延べ宿泊者数は、2017年（平成29年）は4億9,819万人泊

（前年比1.2%増）であった。そのうち、日本人延べ宿泊者数は4億2,019万人泊、前年比で0.7%
の減少となった。年後半において週末や3連休に大雨や台風が到来したこと等がマイナスに作用し
た。一方、外国人延べ宿泊者数は7,800万人泊（前年比12.4%増）であった（図表Ⅰ－32）。

	図表Ⅰ－32	 日本人・外国人の延べ宿泊者数の推移

資料：観光庁「宿泊旅行統計調査」
注１：2017年（平成29年）は速報値。
注２：各年のグラフの上に記載されている数字は、日本人と外国人の延べ宿泊者数の合計。
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外国人延べ宿泊者数の対前年比を三大都市圏と地方部で比較すると、2017年（平成29年）は
三大都市圏で10.2%増、地方部で15.8%増となっており、地方部の伸びが三大都市圏の伸びを大
きく上回るとともに、地方部のシェアが年間で初めて4割を超えた（図表Ⅰ－33）。

	図表Ⅰ－33	 三大都市圏及び地方部の延べ宿泊者数の推移
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資料：観光庁「宿泊旅行統計調査」
注１：2017年（平成29年）は速報値。
注２：三大都市圏とは、「東京、神奈川、千葉、埼玉、愛知、大阪、京都、兵庫」の8都府県を、地方部とは、三大都市圏以外の道県をいう。
注３：（　）内は構成比を表している。

延べ宿泊者数全体に占める外国人の割合をみると2017年（平成29年）は15.7％であった。
宿泊施設タイプ別では、特にシティホテルにおける外国人の割合が高く、2012年（平成24年）

は17.3％であったが2017年（平成29年）には34.4％にまで上昇した（図表Ⅰ－34）。

	図表Ⅰ－34	 宿泊施設タイプ別の外国人延べ宿泊者数の割合の推移

資料：観光庁「宿泊旅行統計調査」
注１：2017年（平成29年）は速報値。
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客室稼働率（全国）は2015年（平成27年）の60.3％から2016年（平成28年）は59.7％に減
少したが、2017年（平成29年）は60.8％となり、減少前の2015年（平成27年）を上回った。
また、東京都と大阪府の客室稼働率は引き続き高い水準にあり、2017年（平成29年）はそれぞ
れ80.1％、83.1％となっている（図表Ⅰ－35）。
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	図表Ⅰ－35	 客室稼働率の推移

資料：観光庁「宿泊旅行統計調査」
注１：2017年（平成29年）の数値は速報値。
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北海道 63.8%

宮城県 57.9%
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石川県 63.7%

愛知県 71.5%

大阪府 83.1%

広島県 65.9%
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福岡県 72.7%

沖縄県 66.1%

全国 60.8%

宿泊施設タイプ別の客室稼働率は、特に、シティホテル、ビジネスホテルが高い水準にあり、そ
れぞれ79.4％、75.4％となっている。

旅館は比較的低い水準ではあるが、近年は上昇傾向にある（図表Ⅰ－36）。

	図表Ⅰ－36	 宿泊施設タイプ別の客室稼働率の推移

資料：観光庁「宿泊旅行統計調査」
注１：2017年（平成29年）の数値は速報値。
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また、客室稼働率が80％を超えた都道府県は、シティホテル8箇所（2016年（平成28年）：
11箇所）、ビジネスホテル3箇所（同：3箇所）、リゾートホテルは2箇所（同：2箇所）であっ
た（図表Ⅰ－37）。また、全体の稼働率で全国で最も高かった大阪では、旅館、リゾートホテル、
ビジネスホテル、シティホテル、簡易宿所の施設タイプ別においても、それぞれ全国で最も高い値
であった。
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	図表Ⅰ－37	 都道府県別・宿泊施設タイプ別客室稼働率　2017年（平成29年）
宿泊施設タイプ

全体 旅館 リゾートホテル ビジネスホテル シティホテル 簡易宿所
全国 60.8 38.1 57.8 75.4 79.4 27.6
北海道 63.8 49.6 52.5 74.4 78.3 34.5
青森県 57.5 38.3 44.9 70.7 63.1 21.1
岩手県 52.0 37.9 44.3 70.5 66.2 31.4
宮城県 57.9 39.3 45.1 71.3 68.8 38.6
秋田県 47.8 35.5 37.7 66.1 70.5 11.9
山形県 49.2 37.8 29.5 67.6 65.7 8.9
福島県 47.1 35.7 47.5 69.1 67.0 13.6
茨城県 54.0 26.8 49.7 66.2 69.7 10.9
栃木県 54.6 40.7 54.2 75.3 66.1 16.8
群馬県 51.3 44.6 45.1 73.0 62.9 14.9
埼玉県 65.7 38.3 33.1 74.4 78.2 22.3
千葉県 68.2 30.7 83.5 74.0 80.4 21.2
東京都 80.1 57.2 72.6 84.8 82.9 50.6
神奈川県 66.4 42.3 70.4 77.5 83.2 43.2
新潟県 43.1 26.1 29.4 67.2 64.3 26.9
富山県 51.9 32.4 49.9 66.0 68.1 13.4
石川県 63.7 51.2 55.6 73.2 79.5 22.7
福井県 41.1 27.5 35.0 74.0 58.7 9.2
山梨県 42.2 37.7 52.0 72.7 64.5 16.3
長野県 37.6 26.8 39.8 71.4 75.5 12.7
岐阜県 50.0 39.8 56.1 69.8 71.6 15.5
静岡県 54.9 45.4 56.5 72.0 74.3 15.9
愛知県 71.5 30.7 55.7 79.0 79.5 53.2
三重県 51.1 35.6 51.7 64.5 74.2 12.6
滋賀県 55.2 44.7 59.3 66.6 73.6 19.0
京都府 67.7 43.4 52.5 84.0 81.2 37.6
大阪府 83.1 58.1 90.6 85.1 89.3 59.4
兵庫県 57.5 40.8 57.5 75.7 76.7 12.5
奈良県 49.0 33.5 60.2 65.4 71.0 21.8
和歌山県 45.3 33.0 56.4 68.9 70.1 22.0
鳥取県 51.5 35.3 55.3 70.9 75.3 20.0
島根県 57.5 45.7 41.1 73.3 73.7 16.3
岡山県 57.8 30.3 22.3 77.2 68.7 29.0
広島県 65.9 39.6 45.4 76.7 84.8 36.1
山口県 55.7 43.3 46.3 63.5 63.4 31.9
徳島県 48.9 25.4 55.8 69.6 60.4 16.8
香川県 57.8 43.0 62.8 71.6 64.1 30.1
愛媛県 55.1 38.8 75.5 69.9 74.9 15.1
高知県 47.2 33.2 48.9 68.5 76.0 11.1
福岡県 72.7 30.6 61.2 78.8 83.8 34.0
佐賀県 62.0 47.5 61.5 75.6 68.0 16.9
長崎県 57.5 38.1 58.7 73.4 71.1 18.0
熊本県 61.7 44.4 52.0 76.3 77.9 26.6
大分県 56.2 48.6 65.7 70.9 66.0 10.1
宮崎県 53.0 38.4 42.6 64.0 54.9 13.7
鹿児島県 54.9 43.2 43.9 70.2 68.3 19.8
沖縄県 66.1 33.5 75.2 78.1 80.0 31.9

資料：観光庁「宿泊旅行統計調査」
注1：2017年（平成29年）の数値は速報値。
注2：�宿泊施設タイプ別にみたとき、客室稼働率が最も大きかった都道府県を朱書きで示している。 

また、客室稼働率が90%を超えている都道府県は黄色、80%を超えている都道府県は青色で示している。
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	 第5節　東日本大震災からの復興の状況
全国、東北計（青森県、岩手県、宮城県、秋田県、山形県、福島県）、そのうち被災の激しかっ

た3県計（岩手県、宮城県、福島県）及び東北各県の延べ宿泊者数について、東日本大震災発生以
前の2010年（平成22年）を100として指数化して、東北地方における東日本大震災からの復興
の進行状況を把握する。

1  観光客中心の宿泊施設の日本人延べ宿泊者数
観光客中心の宿泊施設における日本人延べ宿泊者数については、全国では、震災のあった2011

年（平成23年）には95.1まで低下したが、翌年の2012年（平成24年）は99.0にまで回復し、
それ以降は震災前の2010年（平成22年）の水準を上回っている。

これに対し、東北計、3県計は、2011年（平成23年）に80台にまで低下し、2017年（平成
29年）では、前年を若干上回ったものの、それぞれ83.2、83.4と80台前半で推移している（図
表Ⅰ－38）。

	図表Ⅰ－38	 観光客中心の宿泊施設の日本人延べ宿泊者数（2010年（平成22年）を100とした指数の推移）

2010

資料：観光庁「宿泊旅行統計調査」
注１：従業員10人以上で観光目的の宿泊者が50％以上の宿泊施設の実績を使用。
注２：2017年（平成29年）の数値は速報値。

60

70

80

90

100

110

2010 11 12 13 14 15 16 17（年）
60

70

80

90

100

110

11 12 13 14 15 16 17（年）

全国 東北計 3県計 青森 岩手 宮城
秋田 山形 福島

2  観光客中心の宿泊施設の外国人延べ宿泊者数
観光客中心の宿泊施設における外国人延べ宿泊者数については、全国では、震災のあった2011

年（平成23年）に60.5まで低下したが、翌年から回復の兆しをみせ、2013年（平成25年）に震
災前の水準を超え、それ以降も上昇が続き、2017年（平成29年）は323.4となった。

これに対し、東北計、3県計では、2011年（平成23年）にそれぞれ32.0、26.4にまで大きく
低下した。その後、東北計では2016年（平成28年）に112.5となり震災前の水準を上回り、3
県計でも2017年（平成29年）に134.9と、震災後初めて震災前の水準を上回った（図表Ⅰ－
39）。
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	図表Ⅰ－39	 観光客中心の宿泊施設の外国人延べ宿泊者数（2010年（平成22年）を100とした指数の推移）

資料：観光庁「宿泊旅行統計調査」
注１：従業員10人以上で観光目的の宿泊者が50％以上の宿泊施設の実績を使用。
注２：2017年（平成29年）の数値は速報値。

0

100

200

300

400

2010 11 12 13 14 15 16 17（年）
0

100

200

300

400

500

2010 11 12 13 14 15 16 17（年）

全国 東北計 ３県計 青森 岩手 宮城
秋田 山形 福島

3  ビジネス客中心の宿泊施設の延べ宿泊者数
ビジネス客中心の宿泊施設における延べ宿泊者数について、全国では、震災のあった2011年（平

成23年）に前年を上回っており、上昇傾向は2015年（平成27年）まで続いた。その後横ばいと
なり、2017年（平成29年）は126.1であった。東北計、3県計は、2011年（平成23年）に大き
く上昇し、その後も高い水準で推移した。これは、被災の激しかった3県における復興関連の需要
の影響と考えられる。2015年（平成27年）には、それぞれ138.8、161.9まで上昇、2016年（平
成28年）はほぼ同水準であったが、2017年（平成29年）は、それぞれ133.6、151.2と前年か
ら減少となった（図表Ⅰ－40）。

	図表Ⅰ－40	 ビジネス客中心の宿泊施設の延べ宿泊者数（2010年（平成22年）を100とした指数の推移）

資料：観光庁「宿泊旅行統計調査」
注１：従業員10人以上で観光目的の宿泊者が50％未満の宿泊施設の実績を使用。
注２：2017年（平成29年）の数値は速報値。
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	 第6節　地域における観光の状況
2017年（平成29年）の全国の延べ宿泊者数は、4億9,819万人泊（前年比1.2％増）となった。

地方ブロック別では、関東地方が1億3,698万人泊（全体の27.5％）、近畿地方が7,673万人泊（全
体の15.4％）、中部地方が5,588万人泊（全体の11.2％）となり、当該3地方で全国の延べ宿泊者
数の5割以上を占めた。北海道地方においては、2011年（平成23年）以降増加を続けている（図
表Ⅰ－41）。
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	図表Ⅰ－41	 地方ブロック別延べ宿泊者数

資料：観光庁「宿泊旅行統計調査」
注１：2017年（平成29年）の数値は速報値。
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1,274

このうち外国人延べ宿泊者数は、7,800万人泊（前年比12.4％増）となった。地方ブロック別で
は、関東地方が2,731万人泊（全体の35.0％）で最も多く、次いで近畿地方が1,970万人泊（全体
の25.3％）であり、当該2地方で、全国の外国人延べ宿泊者数の60.3%を占めた。

また、10地方のうち8地方において、2011年（平成23年）以降増加を続けており、2017年（平
成29年）の外国人延べ宿泊者数全体における地方部のシェアが、調査開始以来初めて4割を超え
た（図表Ⅰ－42）。

	図表Ⅰ－42	 地方ブロック別外国人延べ宿泊者数

資料：観光庁「宿泊旅行統計調査」
注１：2017年（平成29年）の数値は速報値。
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2017年（平成29年）の延べ宿泊者数について、前年比でみると、北海道、関東、北陸信越、近
畿、九州及び沖縄地方では増加となった。また、外国人延べ宿泊者数は、10地方のうち9地方で
伸びており、特に東北及び九州地方の伸び率が高かった（図表Ⅰ－43）。
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	図表Ⅰ－43	 延べ宿泊者数（全体）及び外国人延べ宿泊者数の地方ブロック別対前年比2017年（平成29年）
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資料：観光庁「宿泊旅行統計調査」
注１：2016年（平成28年）の確定値と2017年（平成29年）の速報値を比較した。

延べ宿泊者数平均前年比：1.2

（％）

2017年（平成29年）における地方ブロック別外国人延べ宿泊者について、国籍・地域別にみ
ると、中国からの宿泊者が北海道・関東・中部・近畿の4地方で、韓国からの宿泊者が九州・沖縄
の2地方で、台湾からの宿泊者が東北・北陸信越・中国・四国の4地方で最も高い比率を占めた（図
表Ⅰ－44）。

	図表Ⅰ－44	 地方ブロック別都道府県別外国人延べ宿泊者の国・地域別構成比2017年（平成29年）
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地方ごとの動向の分析は以下のとおりである。また、近年の訪日外国人旅行者数の伸びが大きい
県についての分析は、第Ⅱ部第2章第6節1を参照。

1  北海道
2017年（平成29年）3月に、新千歳空港の発着枠が拡大されたことに伴う、国際航空便の新

規就航や増便により、外国人延べ宿泊者数が増加した。中でも、韓国の伸び率が顕著であった。
また、台風など天候不良のあった2016年（平成28年）と比較し、天候が安定していたことに

よる観光需要の伸びや国内LCC路線の充実もあり、延べ宿泊者数全体についても増加した。

2  東北
2020年（平成32年）に東北の訪日外国人延べ宿泊者数を150万人泊とする目標を掲げ、地方

公共団体、観光関係機関等と連携し官民挙げてプロモーション等の取組を推進してきたことや、青
森空港への新規国際航空路線の就航等もあり、東北全体の外国人延べ宿泊者数は過去最高となった。
宿泊者数が最も多い台湾は引き続き好調であるが、前年比では中国及び香港の伸び率が大きく、震
災前の2010年（平成22年）との比ではタイ、オーストラリア及び中国の伸び率が顕著であった。

3  関東
首都圏空港（羽田・成田）における国際航空便の新規就航や増便の効果に併せ、関東観光広域連

携事業推進協議会の取組をはじめとした観光関係機関等との連携によるプロモーション事業を実施
したこと等もあり、関東全体の外国人延べ宿泊者数が増加した。特に、群馬県において台湾の伸び
率が顕著であった。

4  北陸信越
管内空港への国際航空便の新規就航や増便もあり東南アジア方面からの訪日外国人旅行者が増え

たほか、「グランド・サークル・プロジェクト」（北陸新幹線沿線自治体等と連携したプロモーション）
の効果もあり欧米からの訪日外国人旅行者が増え、外国人延べ宿泊者数は過去最高となった。

延べ宿泊者数全体については、微増となった。

5  中部
香港、韓国、台湾等が大幅に増加するなど、9月以降の外国人延べ宿泊者数は全国の伸びを上回

る伸び率となったものの、域内訪日外国人旅行者で高い構成比を占める中国が2～7月に大きく減
少したことにより、年間では微減となった。

日本人延べ宿泊者数も減少したことから、延べ宿泊者数全体についても減少した。

6  近畿
関西空港のアジア方面を中心とするLCC国際航空便の増加等により、大阪・京都への外国人延べ

宿泊者数は大幅に増加した。特に韓国の伸びが大きく、中国に次いで2番目となった。また、日本
人延べ宿泊者数は微減となったものの、外国人宿泊者数の増加により、延べ宿泊者数全体は2年ぶ
りに増加に転じた。

7  中国
広島空港において新たな国際定期航空路線が就航するとともに、米子空港・岡山空港でも既存の

平
成
29
年
度
　
観
光
の
状
況

42



国際線が増便されるなど海外から中国地方へのアクセスが改善したこともあり、外国人延べ宿泊者
数が増加した。一方、日本人延べ宿泊者数が減少したことにより延べ宿泊者数全体については減少
した。

8  四国
上海～高松間の国際定期航空路線の増便や台湾からのチャーター便の運航等もあり、中国、台湾

及び香港からの旅行者が増加し、外国人延べ宿泊者数は増加した。一方、日本人の延べ宿泊者数の
減少により、延べ宿泊者数全体については減少した。

9  九州
延べ宿泊者数全体は、2016年（平成28年）4月に発生した平成28年（2016年）熊本地震の

前から横ばいで推移しているものの、外国人延べ宿泊者数は前年比で31％増、前々年比でも36％
増と大幅に増加した。

増加の要因は、LCCの新規就航や増便等により韓国及び香港をはじめとした東アジアからの外国
人宿泊者が増加したと考えられる。

平成28年（2016年）熊本地震の影響を強く受けた熊本県の外国人延べ宿泊者数について、前
年比では増加しているが、同地震前である前々年との比較では、全国及び九州全域より低い水準と
なっている。

10  沖縄
外国人延べ宿泊者数は、韓国、中国、香港、台湾等に航空路線の新規就航及び既存路線の増便が

あったことなどから増加した。
日本人延べ宿泊者数は減少したものの、外国人の伸びにより、延べ宿泊者数全体は増加した。
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コラム �宿泊旅行統計調査からみた都道府県別宿泊旅行の動向	
～地方部において訪日外国人旅行者が宿泊者数を押上げ～Ⅰ－5

2017 年（平成 29 年）の延べ宿泊者数全体は4億 9,819 万人泊（前年比 1.2％増）となり、うち日本人延
べ宿泊者数は4億 2,019 万人泊（前年比 0.7％減）、外国人延べ宿泊者数は 7,800 万人泊（前年比 12.4％増）
となった。外国人延べ宿泊者数は、調査開始以来の最高値となり、日本人の減少を補い、全体をプラスに
押し上げた。

その外国人延べ宿泊者数について、都道府県別に動向をみると、前年からの増加幅（絶対数）では東京都・
大阪府等が上位となるが、伸び率でみると、上位には地方部の県が多くなっている。例えば、青森県では
青森空港に天津～青森線が就航し、それに伴いプロモーションを実施したこともあり、伸び率は 60.3％増
と全国で最も高かった。大分県では大分空港で仁川～大分便が増便し 59.3％増、佐賀県では佐賀空港の台
北～佐賀便就航や仁川～佐賀便の増便もあり、51.9％増であった。上位 20 府県のうち、埼玉県と京都府以
外は地方部の県となっている。

また、地方部の動向全体を三大都市圏と比較すると、2015 年（平成 27 年）以降3年連続で地方部の伸
びが三大都市圏の伸びを上回っており、2017 年（平成 29 年）の外国人延べ宿泊者数全体における地方部
のシェアが、調査開始以来初めて4割を超えた（図表Ⅰ -33 参照）。

コラム図表Ⅰ－5－1	 都道府県別外国人延べ宿泊者数の伸び率（2017年、上位20府県）

資料：観光庁「宿泊旅行統計調査」
注１：2017年（平成29年）の数値は速報値。
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2017 年（平成 29 年）の外国人延べ宿泊者数の伸び率（前年比）について、国籍・地域別に寄与度を分
解すると、全国では韓国の寄与が最も大きい。

地域ごとにみると、地方ブロックごとあるいは管内各県ごとに特徴がみられる。例えば、東北地方はい
ずれの県でも台湾が大きく伸びている。全国で最も伸び率の高い青森県は、東北地方共通の台湾の伸びに
加え中国がそれ以上に伸びていることが理由としてあげられる。九州地方は地方全体でみると韓国の寄与
が最も大きいが、宮崎県と鹿児島県は香港の寄与が最も大きいなど、北部・南部での傾向の違いもみられる。
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コラム図表Ⅰ－5－2	 都道府県別外国人延べ宿泊者数の伸び率への国・地域別寄与度（2017年）
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資料：観光庁「宿泊旅行統計調査」
注１：従業者数10人以上の施設のデータ。
注２：2017年（平成29年）の数値は速報値。
注３：北米は米国・カナダ、欧州は英国・ドイツ・フランス・ロシア・イタリア・スペイン、その他アジアはシンガポール・タイ・

マレーシア・インド・インドネシア・ベトナム・フィリピン、その他は表章していない国籍・地域の合計。
注４：外国人延べ宿泊者数全体は国・地域不詳を含む。
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2017 年（平成 29 年）の都道府県ごとの延べ宿泊者数全体の伸び率（前年比）を日本人・外国人別に寄
与度分解すると、大半の都道府県で外国人はプラスに寄与しており、延べ宿泊者数全体を押し上げている。
九州地方の大分県・佐賀県以外の各県は、日本人、外国人双方とも増加し、延べ宿泊者数全体が増加して
いる。

他方、東京都、京都府、大阪府、岡山県、大分県及び沖縄県は、日本人の減少を外国人の増加が上回り、
延べ宿泊者数全体をプラスに押し上げている。また、日本人が減少した影響で延べ宿泊者数全体ではマイ
ナスとなっているが、佐賀県、石川県、広島県等のように、外国人の増加が延べ宿泊者数全体の減少を緩
和している県もみられる。他方、東北地方は全ての県で外国人が増加しているが、福島県以外の各県は日
本人の減少の影響が上回り、全体でマイナスとなっている。

今後も訪日外国人旅行者数が拡大していけば、地方部の延べ宿泊者数全体の押上げにつながり、地域経
済の活性化への影響度がますます高くなっていくことだろう。

コラム図表Ⅰ－5－3	 都道府県別延べ宿泊者数の伸び率の日本人・外国人別寄与度（2017年）

日本人の減少が外国人の増加で
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日本人、外国人双方とも増加し、
延べ宿泊者数全体が増加

外国人の減少を日本人の増加が上回り、
延べ宿泊者数全体が増加

資料：観光庁「宿泊旅行統計調査」
注１：寄与度は前年比であり、2017年（平成29年）の数値は速報値。
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	 第7節　地域における観光振興の取組
日本の各地域において、国内外からの観光客誘致や観光地域振興の取組が進められている。以下

では、各地方ブロックにおける取組を紹介する。

1  北海道
○北海道観光の新たな柱へ　アドベンチャートラベルの推進

アドベンチャートラベルは、①自然との関わり、②身体活動、
③異文化体験、この3要素のうち少なくとも2つを含む旅行と
定義されており、欧州、北米、南米ではこのような旅行スタイ
ルが市場を形成している。また、UNWTO（国連世界観光機関）

「Global Report on Adventure Tourism」によると、長期滞在の
旅行者が多いことから、旅行費用の65.6％は地元に落ちると
いわれており、ここに大きな将来性がある。北海道には全ての
要素が揃っており、パウダースノーをはじめとする自然環境、
野生動物等がある。

加えて、独自のアイヌ文化が残る北海道は、この分野におい
て世界有数のデスティネーションとなる大きな可能性がある。

2017年度（平成29年度）、北海道運輸局では、ワンストッ
プ窓口となる「北海道アドベンチャートラベル協議会」の設立
と同協議会のウェブサイトの開設、「Adventure Travel World Summit」（アルゼンチン）への参加、
海外トップレベルの講師を招いた人材育成プログラムの実施などに取り組み、広大なフィールドを
有する北海道の新たな観光の柱としてアドベンチャートラベルを推進した。

○自然災害発生時の交通情報等ポータルサイト「北海道　旅の安全情報」
2016年（平成28年）、北海道において、台風や大雪の影響で交通機関の運行が乱れたときに、

訪日外国人旅行者が正確な情報を得ることができずに、駅や空港で戸惑う姿が多くみられた。
このため、北海道運輸局では、自然災害等が発生したときに公共交通機関の運休情報や代替交通

等の情報を日本語と英語の2言語で提供するポータルサイト「北海道 旅の安全情報」を実験的に
開設した。

当該サイトは、飛行機、鉄道、
フェリー、高速バス等の道内の
主要な公共交通機関の運休・欠
航・代替手段に関する情報等を
一元的に提供するものである。
訪日外国人旅行者と接する機会
の多い観光案内所のスタッフや
宿泊施設のフロントスタッフ等
が活用することで、訪日外国人
旅行者への正確かつスムーズな
案内ができるようになる。また、
当該サイトは英語にも対応して

北海道アドベンチャートラベル協議会 
ウェブサイト

「北海道　旅の安全情報」ウェブサイト（左）、チラシ（右）
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いるため、訪日外国人旅行者が直接的に情報を得ることができるツールとしても活用できる。
今後も関係機関と連携しながら、継続的に効果的な情報発信をしていくことを予定している。

○レンタカーを利用する訪日外国人旅行者に対して日本の交通ルールを周知
北海道では、訪日外国人旅行者、特に個人旅行者の増加に伴い、レンタカーを利用する訪日外国

人旅行者も増加傾向にある。北海道地区レンタカー協会連合会によると、北海道における訪日外国
人旅行者等へのレンタカーの貸出実績は2016年度（平成28年度）が62,977台であり、2011年
度（平成23年度）の6,408台から約10倍に増加している。

一方で、訪日外国人旅行者の中には、道路標識の意味や雪道運転の危険性について十分理解でき
ていないなど、日本で安全に運転する上で必要な情報が不足している者も多い。

そこで、北海道運輸局は日本の交通ルールを周知するため、レンタカーを利用しようとする訪日
外国人旅行者が、待ち時間にタブレットを用いて、日本の交通ルールを学ぶクイズ形式のアプリを
作成し、同アプリをインストールしたタブレット24台を、新千歳空港周辺のレンタカー会社12店
舗に配布した。今はまだ実験段階であるが、今後はアプリを広く周知し、全道的に展開する。

アプリを利用する外国人旅行者 アプリ画面

2  東北
○「東北観光復興対策交付金」を活用した観光復興

東北地方は、東日本大震災及び福島第一原子力発電所事故に
伴う風評被害の影響等により、全国的な訪日外国人旅行者の拡
大傾向と比べると、依然として厳しい状況にある。こうした中、
2016年度（平成28年度）から東北の観光復興の加速化に向けて、
地域からの発案に基づき実施する滞在コンテンツの充実・強化
等の訪日外国人旅行者を呼び込むための取組を支援している。

事業の一例として、東北太平洋沿岸に点在する地域資源を訪
日外国人旅行者の視点で再編し、広域語り部ガイドの育成や多
言語ツールの整備、教育旅行の受入態勢整備を進め、訪日外国
人旅行者の東北地方への誘客及び域内での周遊促進を図った。

○東北ファンの獲得に向けた魅力の発信
風評被害で旅行者数が伸び悩む香港及び韓国市場に対して魅

力を発信した。具体的には、香港メディアを招請し、桜と雪の
回廊等、東北ならではの美しい自然が映える春の魅力を実際に
体験・取材してもらい、個人旅行者に向けて情報発信することにより、東北の認知度向上及び訪問
意欲の喚起を図った。また、韓国において人気のあるトレッキングを訴求テーマとして登山専門誌

東北太平洋沿岸みどころマップ
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等と連携し、ガイドブックを活用した東北の山々の情報発信を実施した。これらの事業を通じて、
震災前水準を超える宿泊者数の獲得を図った。

香港メディア招請時の模様 東北の山々の魅力を紹介する
「ガイドブック」

○観光案内所の連携・機能強化に係る取組
急増する訪日外国人旅行者に対する利便性・満足度の向上や、リピーター数を増加させるため、

2017年（平成29年）4月18日に「東北地方観光案内所協議会」を設置した。協議会では、東北
管内の観光案内所同士が連携できる体制を構築し、東北管内どこに行っても同等のサービスが提供
されるよう、観光案内所の機能強化のための取組を推進した。

案内所スタッフ同士の意見交換会

3  関東
広域観光周遊ルートの普及・促進等に関する取組として、「東京圏大回廊」ルートに係る調査・

プロモーション事業を実施した。また、富岡製糸場における訪日外国人旅行者を想定した避難訓練、
ムスリム旅行者受入対応、羽田～千葉間における海上アクセスの改善等の訪日外国人旅行者の受入
体制を強化するための実証事業を実施した。

○観光地域振興の取組
訪日外国人旅行者に対し、観光資源の周知が十分でない地域の魅力を直接発信する「インバウンド

誘客セミナー<栃木市おもてなしナイト>」を行った。また、これに併せて、訪日外国人旅行者等による
情報発信及び受入体制の検証を目的に、栃木市において滝行やそば打ちなどの日本文化を体験できる
モニターツアーを実施した。当該地域の観光関係者の連携構築と地域への誘客を促進する取組となった。
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インバウンド誘客セミナー及び滝行モニターツアーの様子

さらに、環境省がナショナルパークとしてのブランド化を目指しモデル地区に選定した日光国立
公園と、隣接する尾瀬国立公園の2つの国立公園それぞれの魅力の相乗効果を図ることを目的とし
て、既存のバス路線を活用し、両公園間の回遊性・利便性を高めるため、多言語での案内情報発信
やモニターツアーを実施した。こうした事業を通じ、訪日外国人旅行者の受入環境整備の更なる充
実を図っていくこととしている。

国立公園を紹介するウェブサイトへの 
情報掲載

モニターツアーの様子バス停の多言語表記

4  北陸信越
○白山市及び周辺地域の観光資源の活用・魅力向上のための基礎調査

2015年（平成27年）3月の北陸新幹線金沢開業以降、沿
線地域の観光関係者は新たな観光需要創出に向けた様々な取組
を実施している。こうした中、北陸新幹線の検査・修繕等施設
である白山総合車両所（白山市）の観光活用について、地元自
治体である白山市・能美市・野々市市・川北町により、周辺地
域の観光と産業の振興を含めた検討が進められてきた。

北陸信越運輸局では、白山総合車両所やその他地域資源を活
用したモデル観光コースの作成を行うための基礎調査を実施し
た。本調査では、同市町の観光の現状・課題を整理し、地域の
観光資源の活用方策等について検討し、調査対象地域に存する白山国立公園等の自然・歴史・文化
資源、白山総合車両所等の鉄道をはじめとする産業観光関連資源等について、海外旅行会社、国内
観光関係者等の専門家によるモニターツアー実施結果を踏まえ、ターゲットや狙いを明確にしたよ
り具体的なモデル観光コースを5つ提案した。

○北陸はひとつ「金・福・富お宝街道」旅行商品化プロモーション
北陸新幹線敦賀延伸を見据え、北陸3県（富山県・石川県・福井県）が連携して広域観光の誘客

を図るため、「足を引っぱるより、手を引っぱれ」を合い言葉に金沢の宣伝マンとして最前線で活

モニターツアーの参加者（白山総合車両所）
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動を行っている金澤八家（金沢市内の都市型ホテルの社長等による金沢ホテル懇話会）の呼びかけ
により、昨年9月、富山、福井にホテル懇話会が発足した。

3懇話会での初の取組として、2017年（平成29年）11月、
福井市内で『北陸はひとつ「金・福・富お宝街道」旅行商品化
プロモーション』を合同開催し、旅行会社や交通事業者、自治
体、国など約100名が参加した。会議では、福井・金沢・富
山の市長等が各市の「お宝」となる観光資源をアピールし、旅
行会社や交通事業者が旅行プランや周遊パス等の報告をすると
ともに、ラグビーワールドカップ2019日本大会、2020年東
京オリンピック・パラリンピック競技大会を目前に、感動を与えるこだわりの食や自然、伝統文化
の体験プログラム等による「北陸滞在型プラン」の商品化を目指すことを確認しあった。今後は、
海外へもPRを行う。

5  中部
○昇龍道プロジェクトの更なる推進
「昇龍道日本銘酒街道」、「昇龍道龍伝説紀行」、「昇龍道山岳

紀行」等の昇龍道における広域共通の観光テーマに基づき、各
テーマごとのアクティビティの充実や情報発信などを行い、昇
龍道の更なる魅力向上を推し進めた。

また、昇龍道プロジェクトに関しては、中部経済連合会、北
陸経済連合会等の地元経済界と連携し、ミッション団をタイに
派遣しての昇龍道トップセールスや商談会を実施した。その後、
タイ国際航空の中部空港～バンコク線について、2018年（平成30年）7月から1日2便に増便
することが発表されるなど、一定の成果が上がっている。

○昇龍道大使の活躍
2017年（平成29年）4月6日、上海市観光局等が名古屋市で開催した日中国交正常化45周年「上

海・湖北　長江観光連盟文化観光プロモーション」に中野良子昇龍道大使が出席し、長江流域観光
大使との交流を実施した。

2017年（平成29年）10月18日から20日にかけて、袁文英昇龍道大使が岡崎市と蒲郡市を視
察するとともに、昇龍道プロジェクト推進協議会の会員向けに香港の訪日旅行の最新動向等につい
ての講演を実施した。

2017年（平成29年）12月14日に名古屋市、同年12月20日に金沢市で開催した「酒文化を通
じた魅力ある観光地域づくりセミナー」や2018年（平成30年）1月18日に中部空港で開催した「第
3回昇龍道日本銘酒街道推進会議」で、平出淑恵昇龍道大使による基調講演等を実施した。

プロモーションの様子

タイでの昇龍道トップセールス
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○受入環境の整備の推進
昇龍道において、「杉原千畝ルート推進協議会（事務局：高

山市）」が2016年（平成28年）7月に設立されるなどイスラ
エルをはじめとしたユダヤ人旅行者の誘客に向けた取組が進行
していることを踏まえ、より一層の受入環境整備の推進を図る
ため、ユダヤ人が訪日旅行をする上での宗教、慣習等に関する
必要な事項を整理するとともに、セミナーの開催、モニターツ
アーの実施等を行い、全国で初めて、訪日ユダヤ人旅行者の受
入に関するハンドブックを作成した。

また、訪日外国人旅行者の観光及び移動時の負担軽減を図る
とともに、手荷物の当日配送による利便性の向上を図ることを目的に、高山・松本間において、高
速バスを活用した貨客混載輸送の実証実験を行った。

さらに2018年（平成30年）2月1日から3月20日まで訪日外国人旅行者向け交通系ICカード
「Central Japan Travel Card」の有効性を検証するとともに、将来的な導入に当たっての課題整理
と検討を進めるための実証実験を行った。

6  近畿
○「はなやかKANSAI　観光推進パートナーシップ協定」の締結

官民一体で観光施策の立案から実行までを強力に推進するため、近畿運輸局と一般財団法人関西
観光本部（広域連携DMO）の間で、包括連携協定「はなやかKANSAI観光推進パートナーシップ
協定」を2017年（平成29年）4月14日に締結した。

本協定は、多様な魅力が凝縮された関西を国内随一の国際観光先進地域として更に飛躍させ、地
域経済がより一層活性化するよう、①日本一魅力的な国際観光先進地域をつくる、②日本一優れた
外国人旅行者受入環境をつくる、③オール関西で海外への戦略的プロモーションを行う、という取
組を協働で実施するものであり、国（運輸局）と広域観光推進機関との間で包括連携協定を締結し
た事例は日本初である。

包括連携協定締結 受入環境整備 
（多言語コールセンター）

ユダヤ人訪日旅行モニターツアーの様子
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○訪日プロモーション地方連携事業による海外PR
訪日外国人旅行者の滞在日数が長く、1人当たり旅行支出も高いオーストラリアにおいて、近畿

運輸局、関西広域連合、関西経済界等によるトッププロモーションを実施した。現地の政府関係機
関や旅行会社・航空会社を訪問し意見交換等を行った。こうした取組の効果もあり、カンタス航空
による「シドニー～関西」間の直行便通年運航が実現した。

クイーンズランド州政府との意見交換 カンタス航空（画像提供：カンタス航空）

また、ニュージーランドで開催された、生涯スポーツの国際総合競技大会「ワールドマスターズ
ゲームズ（WMG）2017オークランド大会」で関西PRブースを出展し、世界中から集まる来場者に、
次回（2021年（平成33年））開催地である「KANSAI」の認知度向上・誘客を促進した。

WMGオークランド大会開会式の様子 WMG関西の公式キャラクター

7  中国
○WEBを活用した情報発信とマーケティング分析調査

中国運輸局は（一社）せとうち観光推進機構と連携し、多言語対応した新たなウェブサイト
「SETOUCHI REFLECTION TRIP」（http://setouchitrip.com/）を立ち上げた。動画配信をはじめとし
たデジタルプロモーションと組み合わせ、予約状況や動画の視聴結果等の様々なデータを蓄積し、
施策の成果と課題の見える化が可能な、世界標準のデジタルマーケティングを開始している。

「SETOUCHI　REFLECTION TRIP」のトップ
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○外国人ムスリム・ベジタリアン旅行者向け飲食店等のガイドマップ作成及び人材育成への取組
多くの外国人旅行者を中国地方に呼び込むために当たっては、多様な宗教・信条等に対応できる

「食」の提供により大きな訴求効果が期待できるため、中国運輸局は、飲食店及び宿泊事業者を対
象としたセミナーを開催したり、飲食店等を紹介するガイドマップを作成し、関係者に配布した。

ムスリム・ベジタリアン対応セミナー 
の様子

ファムトリップの様子 ムスリム・ベジタリアン対応可能な 
飲食店ガイドマップ

○新たな寝台列車とラグジュアリー船で中国地方を巡る旅
中国地方は、山陽には多島美の瀬戸内海、山陰には世界ジオパークにも登録されている山陰海岸

と大山隠岐という3つの国立公園を擁する自然に恵まれた地域である。
2017年（平成29年）6月には、「美しい日本をホテルが走る」のコンセプトの下、新たな寝台

列車「TWILIGHT EXPRESS 瑞風」が運行開始した。
また、同年10月には、「せとうちの海に浮かぶ、小さな宿」をコンセプトに広島県尾道市を発着地

とした新しいラグジュアリー船「guntû（ガンツウ）」が誕生し、静穏な瀬戸内海沿岸を周遊している。
日本の原風景が今なお残る風光明媚な景色を味わいながら、中国地方の多様な文化と歴史に出会

う新しい旅の取組が推進されている。

TWILIGHT EXPRESS 瑞風 guntû（ガンツウ）

8  四国
○「サンティアゴ・デ・コンポステーラ」「四国遍路」連携促進事業

四国4県はスペイン・ガリシア州との間で「四国遍路」と「サンティアゴ・デ・コンポステーラ
の巡礼路」との協力協定を締結しており、四国遍路の世界遺産登録に向けた協力を仰ぐとともに、
四国遍路の情報発信や世界遺産登録に向けた機運醸成等を図っている。

四国運輸局と四国ツーリズム創造機構では、2017年（平成29年）7月21日から同年9月24日
までスペイン・ガリシア州で開催された「四国遍路展」において、個人旅行者向けに四国の観光に
関する情報発信を行うとともに、マドリード、パリ及びローマで現地旅行会社向けに四国遍路や四
国の観光に関するセミナーを開催し、四国への旅行商品の造成を図るなど、四国の認知度向上と四
国への誘客促進に取り組んだ。
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四国遍路展

O Camiño de Shikoku

EL CAMINO de Shikoku  —  Shikoku Henro Pilgrimage

21.07.2017 — 24.09.2017

Museo das Peregrinacións e de Santiago

四国遍路展パンフレット

○訪日外国人旅行者のレンタカー旅行の促進
2016年（平成28年）7月の高松～香港直行便就航等により、四国での外国人のレンタカー利

用が増大するとともに、2017年（平成29年）3月には訪日外国人を対象とした周遊型の高速道
路割引商品「山陰・瀬戸内・四国エクスプレスウェイパス」の販売が開始された。

四国運輸局と四国ツーリズム創造機構では、訪日外国人旅行者によるレンタカー旅行の促進を図
ることにより、四国への更なる誘客、周遊・滞在地域の拡大や観光消費の増大を目指している。

2017年度（平成29年度）は、四国の自治体、レンタカー事業者や外国人をメンバーとした検
討会を開催し、四国ならでは、レンタカーならではの景色、体験、食、買物等のスポットを地図と
ともに紹介する「四国レンタカードライブマップ」を多言語で作成するとともに、「タビ前」のプ
ロモーションとして香港、台湾のウェブサイトで情報発信するなど、レンタカーで旅行しやすい環
境整備に取り組んだ。
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Information Center 
in Shikoku

https://www.ehime-wifi.jp/en/

https://www.my-kagawa.jp/en/

There may be portions of highways with two-lane sections, with one lane for each side.

Kagawa Prefecture

Ehime Prefecture

http://tokushima-wifi.jp
Tokushima Prefecture

https://ninjawifi.com/en/kochi

Published November 30, 2017

Kochi Prefecture

Wi-Fi Information

JNTO
Visit Tourist

Information Centers

Please read here to learn about wi-fi information 
concerning each prefecture.

▼ Please Read ▼

Shikoku Road ConditionsMajor Rent-a-car Companies Major Road Signs

Major Service Area Information

When looking up a place using your car navigation system, inputing MAPCODE® is helpful.

Two-lane highways

Using mobile phones while driving is prohibited
Be careful of speeding violations

！
Even on narrow roads, as long as you follow the speed limit and drive safe, you should have no problems. 
Pay attention to pedestrians.

Kochi Prefecture offers free Wi-Fi rentals to foreign tourists.
Narrow roads！
Apart from sea routes and urban areas, mountain roads are not uncommon. 
Be cautious of distances between other vehicles and speed. 

Numerous speeding violations have been given to foreign 
travelers. Please be aware of a severe crack down in place.

Be careful of parking violations Parking on the street is prohibited for legal and safety reasons. 
Use a parking lot.

Be aware of the following gasoline types:
Whether you should use regular, premium, or diesel depends on car type. 
Please check which one you should use in advance, and fill up the gas tank before returning the car.

Be sure to obey these road signs 
should you encounter them.

How to use expressways

Traffic violations will incur a fine.

Numerous mountain roads！
Route 439 runs between Tokushima City and Shimanto City. Due to narrow, winding mountain roads on 
this route, we recommend using this route as little as possible.

Be careful on National Route 439！
Though recently this problem is being addressed, there may be areas 
where mobile reception is not available depending on your mobile carrier.

Mountain areas without mobile reception！
Many cars come with a car navigation system. Please ask a staff member to change the language setting.

Toyota Rent a Car TEL.+81-3-5954-8020
Hours／8：00 a.m.‒8：00 p.m.

https://rent.toyota.co.jp/eng/Toyota Rent a Car Search

Nissan Rent a Car TEL.+81-96-355-6752
Hours／9：00 a.m.‒6：00 p.m.

https://nissan-rentacar.com/english/Nissan Rent a Car Search

Budget Rent a Car TEL.+81-92-735-8886
Hours／8：00 a.m.‒8：00 p.m.

https://www.budgetrentacar.co.jp/en/Budget Rent a Car Search

Heisei Car Rentals TEL.+81-87-851-6623
Hours／8：00 a.m.‒7：00 p.m.

https://www.heisei-car.jp/global/en/Heisei Car Rentals Search

Times Car RENTAL TEL.+81-50-3786-0056
Hours／8：00 a.m.‒6：45 p.m.

http://www.timescar-rental.com/Times Car RENTAL Search

ETC 一般 ETC専用 一般

Regular Premium/
High octane Diesel

Service area Entrance notice Direction, lane, or exit notice Emergency telephone Emergency parking

Maximum speed

Arrow direction only

No turning No passing Reduce speed No parking

Pedestrian only

Time-restricted parking zone

Parking permitted Preferential lane Central lane Stop line Crosswalk/Bicycle crossing

*Only a part of the road signs are shown above.

Stop No vehicles may enter Road closed Closed to traffic

One way

Depending on the area, and even in central areas with two-way traffic, road widths may 
be narrow. There are streetcars (trams) running through Matsuyama and Kochi City.

Toll gates will show ETC専用 or 一般 above. 
If you do not have an ETC card, please 
proceed to the 一般 gate. 
The toll can be paid in cash.

MAPCODE is a trademark of Denso Corporation.

Tokushima Prefectural 
Awa Jurobe Yashiki

Iya Kazura Bridge

Hiwasahachiman Shrine Fall Festival

Sanshu Izutsu Residence

Former Konpira Theater Kanamaru-za

Hirakiyama Park

Mount Shiude

Michi-no-Eki Uwajima 
Kisaiya-Hiroba

Kagawa Bussankan Ritsurin-an

Tosa Select Shop Tencosu

Michi-no-Eki Hiwasa

Kochi Park (Kochi Castle)

Yaoyorozu-no-Kami-no-Goten

73 184 842*52

160 367 433*61

56 783 862*86

176 187 248*13

77 353 674*38

60 575 229*34

73 185 728*55

754 513 208*48

56 325 522*38

357 130 556*11

754 515 694*14

154 233 004*20

876 251 774*51

Shikoku Village
60 613 820*71
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Dogo Onsen Main Building  
Annex Asuka no Yu

Handmade Washi Moritaya

Yokaichi and Gokoku Townscape

Kochi Castle Museum of History

Katsuo Fureai Center Kuroshio Ichibankan

Ekingura

119 251 677*28

234 183 472*38

73 184 732*80

466 568 741*71

73 147 547*06

53 349 770*80

37

38

39

40

41

42

Taimeshi (Ohtaya)

Michi-no-Eki Yoshiumi Iki-iki Kan

Fresh Seafood from the Uwa Sea (Ikadaya)

Michi-no-Eki Genpei no Sato Mure 
Seafood Kitchen Jakoya

Sanuki Udon (Nagata in Kanoka)

Shodoshima Hand-stretched 
Somen Noodles (Sakube)

Naruto Sea Bream (Uzunoya)

Oboke Gorge Mannaka Restaurant

Minami-Awa-don rice bowl (Restaurant Murakami)

Hirome Market

53 798 759*17

381 122 808*31

Shaenjiri Farm Restaurant

Kachu Furusato-kan
764 306 834*57

335 349 688*13

703 624 165*05

60 589 576*12

77 588 655*45

364 824 323*25

406 242 070*67

357 151 857*23

754 484 782*87

73 184 798*55
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Tobe Thrust Fault

Mt. Kiro Observation Park

Cape Sada Lighthouse

Kankakei Ropeway

Onaruto Bridge Walkway
Whirlpools Road

Mount Tsurugi

234 830 443*35

381 094 880*22

Todoroki Falls

Yasui Valley

Cape Ashizuri

Kitagawa Village 
“Monet’s Garden” Marmottan

619 160 042*68

445 893 292*36

907 197 441*10

421 664 313*14

624 617 662*43

758 020 596*75

406 212 813*61

497 401 510*23
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24

Special Scenic Spot, Ritsurin Garden

Zenigata Sunae (Coin-shaped sand art)
60 575 289*78

77 152 611*20

13

14

Awaodori Hall

Waki-machi Udatsu Townscape 
(Indigo Dyeing Course)

Tebajima Island

Tobeyaki Togeikan

Shimanami Kaido Cycling

Nametoko Ravine Canyoning

Port Museum of fan

Michi-no-Eki Shodoshima Olive Park

53 020 602*35

356 387 768*55

176 022 166*61

77 770 226*28

364 798 304*14

56 260 022*80

160 212 745*82

427 471 515*10

29

30

31

32

33

34

35

36

Ino-cho Paper Museum

Shimanto River Canoe House

Muroto UNESCO Global Geopark

181 771 272*22

764 575 761*78

Japan Dolphin Center
364 137 133*31

421 172 439*15

25

26

27

28

Getting to where you want to 
go is easy with the MAPCODE 
navigation system!

Nippon Rent-A-Car TEL.+81-3-6859-6234
Hours／9：00 a.m.‒5：00 p.m. (Weekdays)

https://www.nrgroup-global.com/en/Nippon Rent-A-Car Search

Orix Rent-A-Car
http://car.orix.co.jp/eng/Orix Rent-A-Car Search

Start Within zone Within zone End

Kamiita SA

●Tokushima Expressway

●Takamatsu Expressway

●Matsuyama Expressway

●Kochi Expressway

Up Down

11:00 a.m.‒3:00 p.m. (Restaurant)

  7:00 a.m.‒9:00 p.m. (Shop/Food court)

Kamiita Town, Tokushima Prefecture

Hours
11:00 a.m.‒3:00 p.m. (Kids’ Cafe) *Entrance fee needed

  7:00 a.m.‒9:00 p.m. (Shop/Food court)
Hours

Yoshinogawa SA

Up Down

7:00 a.m.‒10:00 p.m.

Higashi-Miyoshi Town, Tokushima Prefecture

Hours
6:00 a.m.‒10:00 p.m. (Food court)

7:00 a.m.‒10:00 p.m. (Gas station)(Shop/Food court/Gas station)
Hours

Tsuda-no-Matsubara SA

Up Down

7:00 a.m.‒8:00 p.m. (Gas station)

7:00 a.m.‒10:00 p.m. (Shop/Food court)

7:00 a.m.‒12 midnight (Restaurant)

7:00 a.m.‒8:00 p.m. (Gas station)

7:00 a.m.‒10:00 p.m. (Shop/Food court)

7:00 a.m.‒12 midnight (Restaurant)

Sanuki City, Kagawa Prefecture

Hours Hours

Toyohama SA

Up Down

7:00 a.m.‒10:00 p.m. (Restaurant)

Kan-onji City, Kagawa Prefecture

Hours
11:00 a.m.‒8:00 p.m. (Restaurant)

(10:00 a.m.–9:00 p.m. Sat., Sun. & holidays)Hours

Ishizuchisan SA

Up Down

7:00 a.m.‒10:00 p.m. (Gas station)

Saijo City, Ehime Prefecture

Hours
　7:00 a.m.‒10:00 p.m. (Gas station)

11:00 a.m.‒8:00 p.m. (Restaurant)Hours

Iyonada SA

Up Down

7:00 a.m.‒10:00 p.m. (Shop/Food court)

Iyo City, Ehime Prefecture

Hours 7:00 a.m.‒10:00 p.m. (Shop/Food court)Hours

○Icon Legend

◎Facilities without time notation are available or open 24 hours a day.

Restroom

Shop Gas station Convenience store

Restaurant Food court

Down

6:00 a.m.‒9:00 p.m. (Shop/Food court)Hours

Nankoku SA

Up

7:00 a.m.‒7:00 p.m. (Gas station)

7:00 a.m.‒10:00 p.m. (Restaurant/Shop/Food court)

Nankoku City, Kochi Prefecture

Hours

●Nishi-Seto Expressway

Kurushima-kaikyo SA

8:00 a.m.‒9:00 p.m. (Shop/Food court)

(7:00 a.m.–10:00 p.m. Sat., Sun. & holidays)

Imabari City, Ehime Prefecture

Hours

What are Michi-no-Eki?
Michi-no-Eki (road stations) offer free parking lots 
and restrooms available 24 hours a day, and includes 
a facility for road, tourist, and emergency medical 
care information so that you can enjoy a safe and 
pleasant journey.

Up
Down
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Activity

Tradition

SAKURA spots

EHIME

KAGAWA

SHOPPING spots

SHIKOKU
DRIVE MAP

EHIME EHIME

Ehime Prefecture, home to eight family clans 
during the Edo Period, has a unique culture that 
developed all over the prefecture and still 
remains today.

EHIMEKOCHI

KOCHI

Shikoku sweets and local agricultural products, along with traditional crafts and other items, are 
gathered here at Michi-no-Eki and specialty item shop, where you’re sure to find a souvenir worth 
picking out.

Shikoku, a warm island embraced by the Setonaikai Sea and the Pacific Ocean, has multiple cherry 
blossom viewing sites. Let us introduce its distinctive flower-viewing areas spanning its cities, 
mountains and oceans…

TOKUSHIMA

EHIME

KOCHI TOKUSHIMA

EHIMEKOCHI KOCHI

KAGAWA

KAGAWA

KAGAWA KAGAWATOKUSHIMA

TOKUSHIMA

This is a park at the top of a mountain on Hakatajima, off 
the Shimanami Kaido. The mountain observation deck at 
the summit overlooks the Setonaikai islands and from 
beginning to mid-April, lanterns are lit during the evening 
allowing visitors to enjoy the cherry blossoms at night.

TOKUSHIMA

Good Food

Great Scenery

Visit the Iya Valley, where the Legend of the 
Heike still lives and Awa Ningyo Joruri telling 
the dramatic history, along with the Hiwasa 
Fall Festival, a tradition since the late Edo 
Period, to uncover Tokushima’s history.

The Konpira Kabuki heralds the coming of 
spring in Shikoku, while Shikoku Village is 
made up of a collection of old buildings, and 
the Sanshu Izutsu Residence offers visitors the 
chance to experience Edo techniques.

The Tosa Yamauchi family prospered in Kochi 
during the Edo Period. There are valuable relics 
displayed at the museum, as well as facilities 
offering a glimpse at the heretical artists at the 
end of the Edo Period along with fishery culture.

Enjoy cycling across the ocean at one of the 
country’s most popular cycling spots, play 
along the forest valley, try making some 
traditional crafts, or just enjoy the mountains, 
villages, and seas.

Enveloped by the Pacific Ocean and the Shikoku 
Mountain Range, Kochi Prefecture is a treasure 
trove of dynamic locations.

Despite being the smallest prefecture in the 
country, it’s full of nature spots like 
Shodoshima’s Kankakei Gorge and Ariake 
Beach, part of Setonaikai National Park.

Sea bream from the whirlpools of Naruto and 
specialty rice bowls made with locally sourced 
ingredients. We recommend leisurely taking 
the time to relish in these local cuisines.

Enjoy some active fun or immersing yourself in 
handmade crafts. Kagawa offers activities that 
are perfect for making memories.

The Median Tectonic Line runs across the 
archipelago of Japan, and the Tobe Thrust Fault 
is a popular spot for tourists in the know. Make 
sure to visit the Shimanami and the country’s 
narrowest peninsula.

In Kochi, where unique “okyaku” drinking 
culture has taken root, it’s completely normal 
for first time patrons to be seated among other 
guests! This style of communication is just one 
of this city’s many highlights.

Surrounded by the Pacific Ocean and the 
Shimanto and Niyodo Rivers, we recommend 
experiencing all Kochi has to offer.

Besides facilities offering things you can only 
experience in Tokushima, we recommend 
visiting one of the islands without cars and 
check out the marine activities there!

The tidals of Naruto, the lush nature of Mount 
Tsurugi and Shikoku’s largest waterfall. Visit 
the famous sights of Tokushima’s mysterious 
nature that include oceans, mountains and 
rivers.

When people think of soul food in Kagawa, they 
think of Sanuki udon. Just ask for it at any udon 
establishment while driving through the 
prefecture. Don’t forget to try some of local 
specialties while you’re at it!

Ehime, which faces the Setonaikai Sea and 
Uwa Sea, is dotted with eateries where you can 
savor fresh catches from each of its local 
fisheries.

Special Scenic Spot, 
Ritsurin Garden

Kankakei Ropeway

Zenigata Sunae
(Coin-shaped sand art)

Hirome Market

Kachu Furusato-kan

Shaenjiri 
Farm Restaurant

Taimeshi (Ohtaya)

Fresh Seafood from 
the Uwa Sea (Ikadaya)

Michi-no-Eki 
Yoshiumi Iki-iki Kan

Michi-no-Eki 
Genpei no Sato Mure 
Seafood Kitchen Jakoya

Shodoshima 
Hand-stretched Somen 
Noodles (Sakube)

Sanuki Udon 
(Nagata in Kanoka)

Naruto Sea Bream 
(Uzunoya)

Minami-Awa-don rice bowl 
(Restaurant Murakami)

Oboke Gorge 
Mannaka Restaurant

Ino-cho Paper Museum

Muroto UNESCO 
Global Geopark

Shimanto River 
Canoe House

Awaodori Hall

Tebajima Island

Waki-machi Udatsu Townscape 
(Indigo Dyeing Course)

Tobeyaki Togeikan

Nametoko Ravine 
Canyoning

Shimanami Kaido 
Cycling

Tobe Thrust Fault

Cape Sada Lighthouse

Mt. Kiro 
Observation Park

Japan Dolphin Center

Michi-no-Eki 
Shodoshima Olive Park

Port Museum of fan

Tokushima leads the country as a 
popular place for Awa Ningyo Joruri 
puppetry, and the puppet show is 
performed here daily.

Tokushima Prefectural 
Awa Jurobe Yashiki

Hirakiyama Park

Hiwasahachiman Shrine 
Fall Festival

Iya Kazura Bridge

Onaruto Bridge Walkway
Whirlpools Road

Todoroki Falls

Mount Tsurugi

Yasui Valley

Kitagawa Village 
“Monet’s Garden” 
Marmottan

Cape Ashizuri

Dogo Onsen Main Building
Annex Asuka no Yu

Yokaichi and 
Gokoku Townscape

Handmade 
Washi Moritaya

Sanshu Izutsu Residence

Shikoku Village

Former Konpira 
Theater Kanamaru-za

Kochi Castle 
Museum of History

Ekingura

Katsuo Fureai Center
Kuroshio Ichibankan

Mount Shiude

EHIME

KAGAWA

Michi-no-Eki 
Uwajima Kisaiya-Hiroba

Uwajima City

Takamatsu City

Imabari City

Mitoyo City

Takamatsu 
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Imabari City
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Town
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Miyoshi City
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There are many famous flower-viewing spots where 
you can see spring cherry blossoms, early summer 
hydrangeas and more. The view of the archipelago from 
the mountaintop observatory is a very enjoyable one.
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●410 yen entrance fee
●9:30 a.m.–5:00 p.m. 

(until 6:00 p.m. Jul.–Aug.)
●Closed Dec. 31–Jan. 3
●Tel: 088-665-2202

During this festival that celebrates 
the annual bountiful harvest, lively 
portable shrines featuring drums, 
called taiko yatai, take over the town. 
The number of shrines can’t be 
matched anywhere else in 
Tokushima.

●Held on Saturday and Sunday 
before the second Monday in Oct.

●Tel: 0884-77-2474

This museum contains around 
67,000 items of valuable materials 
from the Yamauchi family including 
national treasures and important 
cultural properties. 

●500 yen entrance fee 
(Special exhibitions and events 700 yen)

●9:00 a.m.–6:00 p.m. 
(from 8:00 a.m. on Sundays)

●No holidays before Mar. 31, 2019
●Tel: 088-871-1600

This trading house, which became 
prosperous brewing soy sauce from the 
Edo Period, has been remodeled into a 
tourist facility. The wasanbon molding 
course is also popular with visitors.

●Main building entrance fee 300 yen 
Wasanbon molding course 600 yen, 
etc.

●10:00 a.m.–4:00 p.m.
●Closed Wednesdays 

(open on national holidays)
●Tel: 0879-23-8550

●410 yen entrance fee
●6:00 a.m.–11:00 p.m. 

(depending on the bathhouse)
●No holidays (except for one day each year in Dec.)
●Tel: 089-921-5141 (Main Office)

●Entrance fee from 600 yen
●7:00 a.m.–11:00 p.m. 

(depending on the bathhouse)
●No holidays (except for one day each year)
●Tel: 089-932-1126 

(Dogo Onsen Consortium)

The clear, bluish beauty of the Niyodo 
River is called Niyodo Blue, and can 
be seen from the Yasui Valley, located 
in the upstream Yasui River, a branch 
of the Niyodo River.

●Tel: 0889-20-9511 
(Niyodo Blue Tourism Council)

This walking path was built above 
ocean water along the Onaruto 
Bridge. Looking down at the powerful, 
spiraling whirlpools is sure to provide 
you with thrilling satisfaction!

●510 yen entrance fee
●9:00 a.m.–6:00 p.m.

(depending on the period)
●Closed every second Mon. 

during Mar., Jun., Sep. and Dec.
●Tel: 088-683-6262

Originally this space was a feudal lord’s 
strolling garden during the Edo Period. 
The garden consists of six ponds and 
13-hills, which are gorgeously lit up 
during the spring and fall seasons.

●410 yen entrance fee
●7:00 a.m.–5:00 p.m. 

(depending on the season)
●No holidays
●Tel: 087-833-7411 

(Ritsurin Garden Tourist Office)

This eatery is located near 
Noradokei Clock Tower and 
Doikachu, and serves local 
specialties such as rice bowls with 
boiled young sardines from Aki.

●9:00 a.m.–5:00 p.m.
●Closed Mondays 

(with the exception of national 
holidays)

●Tel: 0887-34-0701

This market is full of food stalls 
serving up Kochi cooking. Here you’ll 
find a range of Japanese, Chinese and 
Western-style food and diverse eating, 
drinking, and seafood establishments, 
where you can enjoy local specialties.

●8:00 a.m.–11:00 p.m. 
(from 7:00 a.m. on Sundays) 
*Hours may vary by location

●Closed every second or third 
Wednesday during Jan., May and Sep.

● Tel: 088-822-5287

This taimeshi is made with natural 
sea bream catch from Itsukinada in 
the surrounding Hojo area. The 
restaurant offers meals paired with 
sashimi and more.
●Kashima location: 11:00 a.m.–8:30 p.m. 

(Only by reservation from 5:00 p.m.)
Hojo location: 11:00 a.m. –2:00 p.m., 
5:00 p.m. –8:00 p.m. last order

●Main location open November through 
April (closed Wednesdays); Kashima 
location open May–Oct.

●Tel: 089-993-0012

Offers a taste of fresh seafood 
catches including salt crusted sea 
bream, turban shell, noble scallops 
and more served in a dining space 
resembling a “raft” on the sea.

●3,500 yen per person
●Reservation only, for parties of five 

people or more each day, from 
around 11:30 a.m.

●Tel: 090-3182-7363

Here you’ll have no trouble dining on 
a number of local dishes using fresh 
fish ingredients, such as the picked 
amberjack rice bowl, paired with 
sweet soy sauce.

●11:00 a.m.–2:00 p.m. 
(until 3:00 p.m. on Saturdays, 
Sundays and national holidays)

●Closed every first and third Tuesday
●Tel: 087-845-6080

Located near Onaruto Bridge, you can 
savor sashimi and rice bowls made 
with Naruto sea bream as you stare out 
at the beautiful seascape. This 
establishment also offers local 
specialties like Naruto Kintoki sweet 
potatoes and wakame seaweed.
●9:00 a.m.–5:00 p.m. 

(Shops open 8:00 a.m. –6:00 p.m.)
●No holidays
●Tel: 088-687-0150

This rice bowl uses ingredients from 
southern Tokushima, with Awa 
chicken and bigfin reef squid as its 
main ingredients. You can grab a bite 
of it at over 20 establishments 
across the southern Tokushima area.

●11:00 a.m.–2:30 p.m., 
5:00 p.m.–9:00 p.m. (all year round)

●Closed Tuesdays
●Tel: 0884-77-0083

This ancient stratum, which is 
approximately 65 million years old, 
pushed its way above the 40 million 
year-old new stratum, creating this 
rare reverse fault. The fault has been 
designated as a natural monument.

●Tel: 089-962-6010
(Tobe Town Construction Division)

In April 2017, Cape Sada Lighthouse 
celebrated its 100th year since first 
being lit up. The lighthouse is a 
cherished symbol of the peninsula. 
Its sunset location is beautiful as 
well.

●Tel: 0894-54-2225 
(Incorporated NPO Sadamisaki 
Tourism Association)

Shodoshima is one of the leading 
olive producing areas of Japan. Their 
craft courses that invigorate the five 
senses are quite popular.

●Olive perfumed oil course 
1,500 yen, etc.

●8:30 a.m.–5:00 p.m.
●No holidays
●Tel: 0879-82-2200

In addition to being able to feed and 
touch dolphins, you can also try 
swimming with dolphins or 
becoming a trainer yourself.

●400 yen entrance fee
●10:00 a.m.–5:00 p.m.

(until 6:00 p.m. during summer)
●Closed Wednesdays from Oct.–Mar., 

no holidays from Apr.–Sep.
●Tel: 0879-23-7623

This park is certified as a UNESCO 
Global Geopark. Located near the 
Muroto Cape Lighthouse, it offers a 
full view of nature’s dynamic beauty.

●Free entry 
(Muroto UNESCO Global Geopark 
9:00 a.m.–5:00 p.m.)

●No holidays
●Tel: 0887-23-1610 

(Muroto UNESCO Global Geopark Center)

Just upstream of the Shimanto River, 
this is the place to go for canoeing, 
rafting and other river activities. 
Renting a bicycle and taking an 
exhilarating ride through Shimanto’s 
river basin is one popular activity.

●All day canoe tour (8 km) 8,100 yen
Half day canoe tour (4 km) 5,400 yen

●8:30 a.m.–5:30 p.m.
●No holidays
●Tel: 0880-52-2121

Indigo dyeing handkerchief, fabric 
coaster, and good luck bracelet 
courses available.

●Indigo dyeing handkerchief course from 800 yen
●9:00 a.m.–5:00 p.m. 

(Course reception until 4:00 p.m.)
●Closed every second Wednesday 

(Reservations receive priority; parties of 8 people or 
more must reserve at least one week in advance)

●Tel: 090-3188-3711 (Indigo Dyeing Workshop)

This island is located 15 minutes 
away offshore from Mugi Port by 
boat, and is a preservation district for 
traditional buildings. You’ll also want 
to take part in the fun marine 
activities.

●Tel: 0884-72-3510 or 
090-7574-7879 
(Tebajima Guesthouse Shanti-Shanti)

Closed in the winter months 
(Nov.–Mar.)

One of the leading canyoning spots 
in Japan, its natural sliders are sure 
to move you!

●One day course 10,000 yen
 (11,000 yen during peak seasons)

●Reception open 
9:30 a.m.–4:00 p.m., etc.

●Reservation required
●Tel: 0895-49-6663 (Forest Canyon)

Here you can purchase tobeyaki 
bowls, a traditional Japanese craft, 
or try your own hand at making 
tobeyaki.

●Hand-building 1,800 yen
Potter’s wheel 3,500 yen
Painting from 600 yen

●8:30 a.m.–5:00 p.m.
●No holidays
●Tel: 089-962-3900

Cross the ocean by bike on Japan’s 
only expressway with a bicycle lane. 
Rental bicycle terminals are 
available on each island.

●Rental bicycles from 1,000 yen per day
●8:00 a.m.–5:00 p.m. 

(until 8:00 p.m. Apr.–Sep.)
●No holidays
●Tel: 0898-41-3196 (Imabari Central 

Cycling Terminal Sunrise Itoyama)

In addition to the Awaodori museum, 
you can also watch performances and 
experience dancing on stage yourself.

●Museum entrance fee 300 yen, 
Dance viewing fee 800 yen during 
afternoons; 1,000 yen at night

●Museum 9:00 a.m.–5:00 p.m., 
Afternoon dances from 11:00 a.m. 
(4 performances); 
Night dances from 8:00 p.m.

●Closed on hall holidays 
(inquire for more information)

●Tel: 088-611-1611

In addition to introducing the history 
and manufacturing process of 
traditional Tosa Washi (Japanese paper), 
also have a hands-on demonstration 
and paper-making corner.

●Entrance fee:  500 yen for adults, 100 yen for 
elementary and junior high school students

●Course fee: 400 yen (8 postcards and more)
●9:00 a.m.–5:00 p.m.
●Closed Mondays 

(or for national holidays, the following day)
●Tel: 088-893-0886

At the southern tip of Oshima stands 
Mount Kiro, with an altitude of 307.8 
meters. From its observation deck at 
the summit you can see the 
Kurushima-Kaikyo Bridge, the 
world’s first triple suspension bridge.

●Tel: 0897-84-2111 
(Imabari City Yoshiumi Branch 
Residential Affairs Division)

From the Edo Period, Marugame fans 
have been brought back from Mount 
Konpira as a souvenir. Here at the 
museum, you can try making your 
own. (Reservation required)

●Free entry, fan making course 
700 yen per fan

●9:30 a.m.–5:00 p.m. 
(last entry 4:30 p.m.)

●Closed Mondays (or for national holidays, 
the following day), Dec. 28–Jan. 3

●Tel: 0877-24-7055

You can dine on Shodoshima 
hand-stretched somen noodles at this 
factory direct shop. You can also try your 
hand at the noodle stretching course they 
offer as well (with advance reservation).
●10:00 a.m.–4:00 p.m. 

(3:30 p.m. last order)
(Courses from 10:30 a.m., 
available during three time slots)

●No holidays   ●Tel: 0879-75-1663

Local moms cook up plentiful 
offerings from the Shimanto River 
along with fresh vegetables, serving 
up rustic, local cuisine in a 
buffet-style setting.

●Buffet for 1,300 yen
●11:30 a.m.–2:00 p.m. (approx.)
● Closed Wednesdays, January 1–3
●Tel: 0880-54-1477

This Michi-no-Eki (road station) on the 
Shimanami-Kaido is famous for its 
seafood barbecue. Savor the 
sumptuous taste of fresh seafood 
grilled on earthen charcoal braziers.

●10:00 a.m.–3:00 p.m. last order 
(Barbecue until 4:00 p.m. last order)

●Closed Jan. 1
●Tel: 0897-84-3710

This is the place to try Kama-age 
Udon! Take in this dish’s lingering 
aroma of bottled soup stock as you 
taste the smooth, fine texture of its 
noodles.

●9:00 a.m.–5:00 p.m. (approx.)
●Closed Wednesdays and Thursdays
●Tel: 0877-63-5921

This restaurant faces Oboke Gorge, a 
place of scenic beauty. It offers menu 
items named after demonic legends, 
such as the one-eyed demon rice 
bowl. After dining, be sure to take a 
tour on one of the pleasure boats.

●9:00 a.m.–6:00 p.m. 
(until 5:00 p.m. during winter)

●No holidays
●Tel: 0883-84-1211

Features a collection of 23 folding 
screen pieces painted by Kinzo, also 
called Ekin, who was painter working 
in Kochi at the end of the Edo Period.

●500 yen entrance fee
●9:00 a.m.–5:00 p.m. 

(last entry 4:30 p.m.)
●Closed Mondays 

(or for national holidays, 
the following weekday)

●Tel: 0887-57-7117

This road station is full of Uwajima charm, where 
agricultural products and seafood sent directly from 
manufacturers, as well as processed items, line the shelves 
of its specialty center. Popular local eateries have opened 
up at its food court, as well as a pearl hall and more.

●9:00 a.m.–6:00 p.m.  ●No holidays
●Tel: 0895-22-3934

●Free entry (Mount Shiude Ruins Museum 9:00 a.m.–5:00 p.m. 
Depending on the season)

●Tel: 0875-84-7896 (Mount Shiude Ruins Museum)

This is Kagawa Prefecture showroom shop located at 
Ritsurin Garden, a special scenic spot. Ranging from 
Sanuki udon and olive products, and from seasonal 
fruit to Kagawa lacquer ware, crafts and more, you’ll 
find a great selection of specialty items here.
●9:00 a.m.–until Ritsurin Garden closes
●No holidays
●Tel: 087-812-3155

Also known as Genpei’s Battlefield, 
historic houses from all over Shikoku 
have been moved to this village and 
reconstructed.

●Entrance fee: 1,000 yen for adults 
600 yen for high school students 
400 yen for elementary and junior 
high school students

●8:30 a.m.–5:00 p.m. 
(until 4:30 p.m. Nov.–Mar.)

●No holidays
●Tel: 087-843-3111

Lined with townhouses from the Edo 
and Meiji Periods, this 
once-prosperous Japanese wax 
producing town still survives today. 
Part of the street has designated an 
important preservation district of 
historic buildings.

●Tel: 0893-44-5212 
(Street Preservation Center)

Modeled off of the garden in Giverny, 
France that Monet adored. The water 
lilies and rose arch are stunning.

●Entrance fee: 700 yen for general visitors, 300 yen 
for elementary and junior high school students

●9:00 a.m.–5:00 p.m.
●Closed Tuesdays (with the exception of national 

holidays), Dec. 26–Jan. 1, Jan. to Feb.
●Tel: 0887-32-1233

These famous waterfalls are ranked 
as one of Japan’s 100 best. Upstream 
you will find various smaller and 
larger waterfalls, and goes by the 
nickname of Todoroki Ninety-nine 
Waterfalls. The walkway is 
well-maintained, allowing visitors to 
stroll along.

●Tel: 0884-76-3050
(Kaiyo Town Tourist Association)

The Kankakei Gorge is located inside 
of Seto Inland National Park at the 
cener of Shodoshima Island. You can 
view the gorge’s colorful beauty from 
the ropeway above.

●Round trip ropeway ticket 1,470 yen
●8:30 a.m.–5:00 p.m. 

(depending on the season)
●No holidays
●Tel: 0879-82-2171

This tataki cooking course, where 
skipjack tuna caught from Saga Port 
is seared under straw flames, is 
quite popular. Reservation required. 
Closed from late Dec. to early Jan.

●Tataki cooking course
 3–4 adults, 4,000 yen per person 
(with reservation)

●11:00 a.m.–3:00 p.m.
●Closed Tuesdays
●Tel: 0880-55-3680

Built in 1835, this is Japan’s oldest 
existing theater. Kabuki fans from 
all over the country visit the theater 
every April.

●500 yen entrance fee
●9:00 a.m.–5:00 p.m.
●No holidays
●Tel: 0877-73-3846

Shuso washi, which has been 
designated a traditional craft product 
of Ehime, was first handed down 
around 200 years ago. At Moritaya 
you can try your own hand at 
creating handmade washi paper. 
English assistance is available.

●Handmade washi course from 2,000 yen
●By reservation (limited to 3–7 people)
●Tel: 0898-76-1120

This cape, a cliff struck by the 
Kuroshio Current, is located on the 
southernmost tip of Shikoku. Its 
observation deck offers a panoramic 
270-degree view, of the beautiful 
horizon and a white lighthouse.

●Tel: 0880-82-3155 
(Tosa-Shimizu City Tourism 
Association)

With an altitude of 1,955 meters, this 
sacred mountain towers over central 
Shikoku. Try climbing up the 
mountain on the mountain lift.

●Round trip mountain lift 1,860 yen
●9:00 a.m.–4:45 p.m. 

(depending on the period)
●Closed Dec.–Mar.
●Tel: 0883-67-5277 

(Tsurugi Sightseeing Mountain Lift)

This huge monumental work of sand 
art depicting Kan-ei Tsuho, an ancient 
copper coin, was drawn on the white 
sands of Ariake Beach. It is said that 
the mural was made overnight in 
order to welcome a feudal lord. The 
view from the observation deck is an 
absolute masterpiece.

●Tel: 0875-23-3933
 (Kan-onji City Commerce and 
Tourism Department)

This vine bridge spans across the Iya 
River. Visitors can cross it and 
experience the thrill it offers. It also 
looks beautiful lit up at night.

●550 yen fee
●Sunrise until sunset 

(7:00 p.m.–9:30 p.m. light up)
●No holidays
●Tel: 0883-76-0877 

(Miyoshi City Tourism Association)
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KOCHI

Kochi Park (Kochi Castle)

Kochi City 52

Kochi Castle, which was built during the Edo Period, is 
one of the country’s 12 existing castle towers. During 
spring, cherry blossoms bloom around Sannomaru.

73 184 842*52

●Free entry (Castle tower entry 420 yen)
●9:00 a.m.–5:00 p.m. (entry until 4:30 p.m.)
●Tel: 088-824-5701 (Kochi Castle office)

TOKUSHIMA

Yaoyorozu-no-Kami-no-Goten

Mima City 49

This tree-lined avenue colors the mountain slopes 
overlooking the townscape of the Yoshino River and 
Waki-machi. Approximatedly 8,000 cherry trees bloom 
here, as if covering the mountainside in a blanket of flowers.

160 367 433*61

●1,000 yen entrance fee (during flower viewing season)
●8:00 a.m.–7:00 p.m.
●Tel: 0883-53-6072

KOCHI Kochi City

Tosa Select Shop 
Tencosu

56

Tosa select shop is at the heart of Kochi City. 
Charming items from around Kochi like the famous 
Shio Kenpi, special-made slapjack tuna products, and 
Umaji Village yuzu products are displayed here.

●9:00 a.m.–9:00 p.m.  ●No holidays
●Tel: 088-855-5411

TOKUSHIMA Minami Town

Michi-no-Eki Hiwasa

53

754 513 208*48

This is a road station along Route 55. The farmers’ 
market sells freshly picked fruits and vegetables, and 
a sales corner sells Hiwasa confections and other 
specialty items. There’s also a relaxing footbath.

●9:00 a.m.–6:00 p.m.
●No holidays
●Tel: 0884-77-2121
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Shikoku District Transport Bureau

●Free entry
●Tel: 0897-72-1500 

(Imabari City Hakata Branch Residential Service Division)
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876 251 774*51

73 185 728*55

四国レンタカードライブマップ裏面

9  九州
○訪日外国人旅行者の安全の確保への取組

訪日外国人旅行者が突然の病気やケガに見舞われた際に十分な対応が受けられないリスクを防ぐ
ため、長崎市及び同市内の医療機関の協力を得て、アンケート、ヒアリング、多言語コールセンター、
外国人モニターの活用等により調査を行い、訪日外国人旅行者の受入を想定した現場検証を実施し
た。その取組の成果として、受付・診療時における基本的な対応、医療費未払いリスク対策等を含
み様々な場面に対応できる「受付・診療マニュアル」、「多言語ツール」を作成し、九州域内の医療
機関関係者への情報発信等、訪日外国人旅行者と医療機関の双方が安心して治療に専念できる環境
の整備に取り組んだ。
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少しお待ちください Please wait a moment. 기다려주십시오 请等一下 請等一下

Yes.
네
是
是

受 付 編

What language do you speak?
할 수 있는 외국어가 있습니까?
您懂哪种语言？
您懂哪種語言？

わかる言語はどれですか？

言語確認

Please fill out this form (Patient Registration Form).
이 용지에 기입해 주십시오（진료신청서）
请填写这张纸（就诊申请表）
請填寫這脹紙（就診申請表）

こちらの用紙に記入してください。（診療申込書）

診療申込書の記入

はい

Yes. 네

是 是

I don't understand.

모르겠다 不明白 不明白

はい

No.
아니오

不
不

いいえ

Yes. 네

是 是

はい

わかりません

Please show your passport.
여권을 보여주십시오

请让我看一下护照
請讓我看一下護照

本人確認

I don't have.
가지고있지 않다
没有 　 沒有

持っていません

Please say it again.
다시한번 말씀해 주십시오
请再说一遍
請再說一遍

もう一度言ってください。

Please speak slowly.
천천히 말씀해 주십시오
请慢慢地说
請慢慢地說

ゆっくり言ってください。

英語
English

中国語（簡体字）
中文（简体字）

スペイン語
Españo

ポルトガル語
Português

韓国語
한국어

中国語（繁体字）
中文（繁體字）

タガログ語
Tagalog

ベトナム語
Tiếng Viêt

当院では、原則日本語対応のみとなりますが、必要に応じて通訳コールセンターを利用できます。
（利用料：　　   　 円／ 　　　 分）※患者負担。
今後、通訳が必要になった場合、コールセンターを利用してもよろしいですか。

Basically the hospital provides services in Japanese only however the multilingual 
contact center service is available if needed.
(Fee:           yen/           min.) ※Patient's payment 
Would you like to use telephone interpretation services in case you need assistance?

저희 병원은 일본어만 가능합니다. 다만, 필요에 따라서 통역 콜센터를
이용할 수 있습니다. （이용료： 　　   　엔/　　　분）※환자부담
앞으로, 통역이 필요하신 경우에는 콜센터를 이용해도 되겠습니까?

本院原则上只使用日语对应，但是如果您需要，可以使用电话口译中心。
（使用费：　　   　日元/　　　分钟）※患者负担。
今后需要翻译时，您是否利用电话口译中心？

本院原則上只使用日語對應，但是如果您需要，可以使用電話口譯中心。
（使用費：　　   　日圓/　　　分鐘）※患者負擔。
今後如果需要翻譯時，您是否利用電話口譯中心？

How do I pronounce your name?
이름은 어떻게 읽습니까?
您名字的读法？
您名字的讀法 ?

名前の読み方は？

パスポートを見せてください。

Do you have any other ID?
다른 신분증이 있습니까?

有其他身份证件吗
有其他身份證件嗎

他に身分証明書はお持ちですか？
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多言語ツール モニター調査の様子 受付・診療マニュアル

○訪日外国人旅行者向けレンタカードライブの安全対策
2012年（平成24年）以降、九州における訪日外国人旅行者数は毎年過去最高を更新しており、

九州におけるレンタカー利用の多い韓国、香港及び台湾の訪日外国人旅行者数も好調な伸びを示し、
レンタカー利用件数もそれに連動し大きく伸びてきている。

九州では鉄道・バス等の二次交通で移動することが困難な観光地も多く、レンタカーが有効な移
動手段となっている一方、訪日外国人のレンタカー事故も発生し、その件数の増加は観光振興の阻
害となる可能性もある。

レンタカー事故の要因として、海外における右側通行等の交通ルールや運転習慣の違い等が考え
られることから、九州運輸局、（一社）九州観光推進機構、自治体、レンタカー協会、民間団体等
で組織する「九州レンタカードライブ振興協議会（事務局：九州運輸局）」では、母国と日本の交
通ルールの違いや、事故につながりやすい状況等を具体的に図示した「九州レンタカードライブマ
ニュアル」（英語、韓国語及び中国語（繁体字））及び外国の方が運転していることを周囲のドライバー
に示し、配慮を促すための「ステッカー」を作成し、レンタカー協会を通じて各レンタカー会社に
配布し、事故防止に役立てるための取組を実施した。

「九州レンタカードライブマニュアル」 
（英語、韓国語及び中国語（繁体字））

「ステッカー」

○「九州横断ルート」への外国人観光客誘致促進に向けた取組
九州では、九州の横軸である長崎県・熊本県・大分県を周遊する新たな観光ルート「九州横断ルー

ト」を開発し、その魅力を国内外へ発信することで3県及び九州全体の観光の振興を促進する取組
を実施している。

取組の一例として、2017年度（平成29年度）ビジット・ジャパン地方連携事業において、3
県及び各観光連盟と連携し、「九州横断ルート」のモデルコースにタイの雑誌社を招請し、観光情
報及びそこに至るまでの二次交通情報の発信を行い、リピーターを中心とする個人旅行者の誘客を
促進した。また、招請した雑誌社による一般消費者向けのセミナーをタイ現地で開催し、「九州横
断ルート」の魅力を直接、タイの個人旅行者に対して発信した。
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招請の様子 セミナーの様子 掲載先の雑誌 
（Traveller’s Companion）

10  沖縄
○訪日外国人旅行者向けマナー動画作成による効果検証事業

沖縄を訪れる旅行者が急増する一方、諸外国と日本のマナー等の違いにより、地元商店街や飲食
店・ホテル・交通機関・公共施設等で、トイレの使用方法・食事のマナー・大声で話す・白タクの
利用等、施設側や地元住民が混乱をきたしている事例がある。このような状況に対応するため、外
国人受入施設・事業者からの要望が高い項目等について、日本のマナー周知のための動画を作成し、
那覇空港国際線ターミナルの審査場内、那覇クルーズターミナル内において放映し、普及啓発を行っ
た。

一方、習慣の違いを周知するのみではなく、相互理解を深めるため飲食店などの受入施設側と外
国人留学生を交えたワークショップを開催し、受入側でも対応すべきことや、すぐにでもできる改
善策について話し合い、理解を深める取組を行った。

導入（沖縄の紹介）

【マナー動画抜粋】

ビュッフェでは取り過ぎない 大声で話さない 清算前の商品は開封しない

那覇てんぶす大型ビジョンでの放映 ワークショップの様子
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コラム �明治150年　明治期の産業発展を学ぶ旅へ	
～「明治日本の産業革命遺産」を例に～Ⅰ－6

2018 年（平成 30 年）は明治維新から 150 年の節目の年。全国各地では、明治期に由来
する建造物、歴史、文化等を観光資源として活用し、観光客を国内外から呼び込もうとす
る動きが多くみられる。

その中でも、2015 年（平成 27 年）に世界文化遺産に登録された「明治日本の産業革命
遺産 製鉄・製鋼、造船、石炭産業」の遺産群は、ひとつの観光資源や地域だけにとどま
らず、各地が連携して観光振興に取り組んでいる好事例であるといえる。我が国は、19 世紀半ばから 20 世
紀の初頭にかけ、西洋諸国からの産業技術を積極的に取り入れ、日本の風土に合わせて導入したこと等に
より、重工業（製鉄・製鋼、造船、石炭）分野において急速な産業化を成し遂げ、工業立国の土台を築いた。
九州及び山口を中心に8県 11 市に分布する 23 の資産からなる同遺産群は、世界史における類い稀な産業
化の局面を証言する遺産群であり、その構成資産の中には、長崎県の旧グラバー住宅や我が国初の近代的
な工場群である鹿児島県の旧集成館等が含まれている。

国内外から訪れる観光客を誘客し、これら構成資産の周遊促進を目的として、構成資産を持つ自治体の
ほか、観光業界、航空、鉄道等の団体及び企業が一体となって「明治日本の産業革命遺産世界遺産ルート
推進協議会」を発足し観光振興に取り組んでおり、観光庁では、2016 年度（平成 28 年度）より「テーマ
別観光による地方誘客事業」を活用してこれらの取組の一部を支援している。

具体的な協議会の活動としては、基礎的なガイドツール（パンフレット、アプリ及びウェブサイト）の
開発、国内外からの来訪者に対しての一元的な PR 活動や、訪日外国人旅行者を対象としたモニターツアー
の実施等である。

これらの取組には、随所に観光客に対して周遊を促す工夫がみられる。例えば、ターゲットを車好きの
富裕層とし、自動車で各資産を回っていくことがイメージできるような広報素材を作成した。一見関連性
がないようにみえる構成資産を、同じ黄色いクラシックカーが爽快に駆け抜けていく様子は、明治期にタ
イムスリップして一緒にドライブをしているような印象を与える。

また、23 の構成資産を1枚にまとめて紹介しているパンフレットは、英語と中国語でも作成しており、
アプリの AR 機能や各資産の周遊によるポイント加算機能等に連動し、より詳細な情報を受け取ることがで
きる。

今後はこのようなツール等を活用し、観光客に対して周遊を促すようなモデルルートの設定や、ツアー
の造成等に取り組み、引き続き効果的な誘客についての検討を進めることとしている。

【遺産群の例】左：旧グラバー住宅（長崎県）、右：旧集成館（鹿児島県）

【広報素材の例】　左：ジャイアント・カンチレバークレーン（長崎県）、右：三池炭坑（熊本県）
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